




北陸新幹線は、্৴ӽ・北陸地ํを経༝して東ژ౎から大ࡕ市を結Ϳܭըの੔උ新

幹線です。東ژ駅から高࡚駅までは東北・্ӽ新幹線とڞ༻し、高࡚駅から௕໺駅ま

では 1997（平成 9）年に部分։業しています。ݱ在、௕໺駅−্ӽົ高駅−෋ࢁ駅−

金沢駅−നࢁ૯合ं両所間が建設中であり、2015 年 3月 14 日の։業が༧ఆされて

います。

これにΑり北陸地ํとट౎ݍは୹時間で結ばれ、日本海Ԋ岸地域の産業・経ࡁ・文

化のަྲྀ発లに多大なޮ果をもたらすものと期଴されています。

本書は北陸新幹線޻事に伴う市道取付けにઌ立ち 2014 年౓に࣮ࢪした須沢角地遺

跡の発掘調査報告書です。須沢角地遺跡は、過去の発掘調査にΑり、糸魚川地域の最

大ن໛の古代集落とҐஔͮけられています。調査面積が狭いものの、ͦの集落のҰ部

を調査しました。また、発掘調査でಘられた土器と遺跡ۙくに存在した西角地古窯跡

出土の土器を分析した結果、ಉ窯産の土器が多く࢖༻されていることが判明しました。

これらの発掘調査でಘられた成果や本報告書が、糸魚川地域のྺ࢙資料として޿く

。いです޾され、埋蔵文化財のཧղや認ࣝをਂめるものとなれば༺׆

最ޙにこの発掘調査で多大なڠޚ力とޚཧղをいたͩいた糸魚川市教育委員会ฒͼ

に地ݩのํʑ、また発掘調査から本書の࡞成まで、格別なޚ഑ྀをいたͩいたಠ立行

੓法人鉄道建設・ӡ༌ࢪ設支ԉ機構北陸新幹線第ೋ建設ہ、ಉ糸魚川鉄道建設所にର

して、ްくおྱをਃし্͛ます。

　　2014（平成 26）年 12月
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	 1	 本書は、新潟県糸魚川市須沢字大坪 2
672 番 2ほかに所在する須沢角地遺跡の発掘調査記録である。

	 2	 この調査は北陸新幹線の建設に伴い、ಠ立行੓法人鉄道建設・ӡ༌ࢪ設੔උ支ԉ機構（以Լ、鉄道・ӡ༌機構）か

ら新潟県教育委員会（以Լ、県教委）がडୗしたもので、調査主体である県教委は公益財団法人新潟県埋蔵文化財調

査事業団（以Լ、埋文事業団）に調査をґཔした。

	 3	 埋文事業団は掘࡞࡟業౳を小༄建設株式会社に委ୗして、2014（平成 26）年౓に発掘調査を࣮ࢪした。

	 4	 出土遺物ٴͼ調査・੔ཧ࡞業に係る֤種資料（ؚ観察σーλ）は、Ұׅして県教委が保؅している。σーλの有ແ

やӾཡ希๬は、県教委に໰い合わせئいたい。

	 5	 遺物の஫記は、須沢角地遺跡のུ記号「14εβϫ」にͦれͧれ出土地఺、遺構名、૚Ґ౳をଓけて記した。

	 6	 本書のਤ中でࣔすํҐは、す΂てਅ北である。

	 7	 ͼ観察ද、ਤ面ਤ൛、ࣸਅਤ൛ٴ遺物の番号は、遺跡ごとに種別に関わらず、す΂て௨し番号とした。本文ࡌܝ

の番号は、す΂てҰகしている。

	 8	 本文中の஫は第ᶜষをআいて٭஫とし、ทごとに番号を付けた。また、Ҿ༻文ݙは、著者ٴͼ発行年（西ྐྵ）を

文中に［　］でࣔし、巻末にҰׅしてࡌܝした。

	 9	 ࣗવՊֶ分໺にかかる分析は、Լ記の機関に委ୗした。

	 	 　須恵器の胎土分析ʜʜパリノ・サーヴェイ株式会社

	 10	 ֤種ਤ൛の࡞成・編集に関しては、有ݶ会社不ೋ出൛に委ୗし、׬成σーλを印刷業者に入ߘして印刷した。

	 11	 本書のࣥචは、第Ⅱ・ᶜষをআき髙橋保雄（埋文事業団調査՝ ൝௕）が౰たり、編集は髙橋が୲౰した。ࣥච分୲

は以Լのとおりである。なお、第Ⅱষは、新潟県埋蔵文化財調査報告書第 225集　須沢角地遺跡［加藤 2011］を

ほぼͦのままҾ༻した。

	 	 　髙橋保雄ɿ第ᶗ・ᶙ～ᶛ・ᶝষ

	 	 　パリノ・サーヴェイ株式会社ɿ第ᶜষ

	 12	 発掘調査から本書の࡞成にࢸるまで、Լ記のํʑٴͼ機関から多くのޚ教ࣔ・ڠޚ力をࣀった。ここに記してް

くおྱਃし্͛る。（ܟশུ　ेޒԻॱ）

	 	 　໦ౡ　ษ　　ࢁ岸༸Ұ　　糸魚川市須沢࣏ࣗ会　　糸魚川市教育委員会
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1

第ᶗষ　ং　　　આ

1　調査にࢸる経緯

北陸新幹線は、શࠃ新幹線鉄道੔උ法に基ͮき建設される新幹線鉄道である。東ژ駅から高࡚駅間は東

北・্ӽ新幹線とڞ༻し、高࡚駅から௕໺市・্ӽ市・糸魚川市・෋ࢁ市・金沢市・෱Ҫ市౳の主要౎市

を経༝し、大ࡕ市にࢸる࿏線である。このうち、高࡚・௕໺間は、1997（平成 9）年 10月からӦ業ӡస

している。௕໺・金沢間は、2015 年 3月 14 日に։業が༧ఆされている。これにΑり、北陸地ํとट౎

文化のަྲྀ発లにも多大なޮ果をもたらすものと期଴されて・ࡁを୹時間で結ͼ、Ԋ線地域の産業・経ݍ

いる。

্ӽ市から෋ࢁ市までの約 110Lmの区間は、1993（平成 5）年 9月に糸魚川市～魚津市間が新幹線鉄

道ن格࿏線としての޻事࣮ܭࢪըが認Մされ、2001 年 4月には্ӽ～糸魚川間の新ن着ٴ޻ͼフϧن格

がܾఆされた。これに伴う建設༻地内の埋蔵文化財の取りѻいは、鉄道・ӡ༌機構と県教委の間でٞڠさ

れた。

須沢角地遺跡は、2001 年 10 月の分布調査、2003・2005 年౓のࢼ掘・֬認調査を経て、2004・

2007 ～ 2009 年౓の 4か年に本発掘調査を࣮ࢪした。調査報告書は 2011 年 3月にץ行した。

Ұํ、地ݩからの要๬をडけ、2014（平成 26）年 2月、鉄道・ӡ༌機構は、2009 年౓に本発掘調査

を࣮ࢪした 8区西ྡの高ՍԼに市道取付をܭըした。ಉ年 3月、鉄道・ӡ༌機構は、県教委に発掘調査

をґཔした。ґཔをडけた県教委はಉ月、埋文事業団に埋蔵文化財調査を委ୗした（教文 1581 号の 2）。

ୈ �ਤɹ๺཮৽װઢͷ࿏ઢͱௐࠪҨ੻ͷҐஔ
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埋文事業団は、4月 15日から 6月 3日まで発掘調査を࣮ࢪした。

2　須沢角地遺跡における過去の発掘調査のཤྺ

遺跡は1973（ত࿨ 48）年に県教委が行った分布調査で周஌化され、ͦの1986、ޙ 年以߱の։発に伴

うࢼ掘・֬認調査や本発掘調査がたͼたͼ࣮ࢪされてきた。本発掘調査はࠓճで 7ճを਺える。

ҕͷௐࠪڭ੨ւொچ

1987 年 5月～ 7月、ಉ年 9月～ 11月、ॅ୐建設のための土地区ը੔ཧ事業に伴い面積 4
500m2 を

発掘調査した。調査の結果、奈良・平安時代の୦݀ॅډを北地区で 11౩、ೆ地区で 20౩、合わせて 31

౩を検出した（第 2ਤ）。遺物は奈良・平安時代の土師器、須恵器が多਺を઎め、୦݀ॅډから๛෋なҰ

ׅ遺物が出土した。時期は 7世紀末～ 9世紀前൒が主体で、౰地域の古代集落と土器の༷૬が明らかと

なった。また、鉄製অઌ、נ経や෩字ݛが出土したほか、本遺跡の西 500mに存在する西角地古窯跡の

製品が 5౩の୦݀ॅډで֬認された。これらの遺構・遺物から糸魚川地域の大ن໛な古代集落とされた。

中世の遺構は、掘立ப建物 1౩や土坑が検出され、遺物は青࣓、ന࣓、青Ֆ、瀬戸焼、珠洲焼が出土し、

14～ 15世紀の所産とされた［土田ほか1988］。

ҕͷௐࠪڭࢢ઒ڕࢳ

糸魚川市との合ซޙの 2007（平成 19）年 8 月～ 9 月、ళฮの構଄物を設ஔする޻事に伴い面積

300m2 を発掘調査した。調査ݸ所は 1987 年に発掘調査した北地区の西ྡである。調査の結果、্૚・

Լ૚の 2面の遺構を検出した。調査面積が狭いながらԼ૚からは奈良・平安時代の୦݀ॅډ 4౩、্૚

ୈ �ਤɹچ੨ւொڭҕʹΑΔൃ۷ௐࠪͷҨߏ഑ஔਤ（［土田ほか1998］に加ච）

2　須沢角地遺跡における過去の発掘調査のཤྺ

8世紀後半～9世紀前半の竪穴建物

7世紀末～8世紀前半の竪穴建物

（1：1,000）
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からは掘立ப建物 2౩を検出した（第 3ਤ）。遺物はԼ૚で 7世紀末～ 9世紀ޙ൒までの土師器、須恵器

が出土した。্૚では青࣓、ന࣓、珠洲焼が出土し、12世紀中葉～ 14世紀の所産とされた［ࠓ村・ࢁ

岸 2008］。

ҕͷௐࠪڭݝ

2004・2007～2009年౓に北陸新幹線建設に伴い、橋٭部分をର৅に発掘調査を行った。調査か所は、

青海町教委の調査区の北西約چ 100～400mの範囲にٴんͩ。調査面積は橋٭ 12基分で 2
453m2 であ

る。調査の結果、奈良・平安時代の୦݀建物 6౩、掘立ப建物 8౩、ാߔ࡞ 4か所なͲを検出した（ਤ

൛ 3）。遺物は 7世紀ޙ葉～ 10世紀初頭前ޙまで認められたが、8世紀ޙ葉～ 9世紀前൒の資料が大൒で

あった。また、焼歪みや溶着の認められる須恵器が多਺ݟられ、西角地古窯跡をૢ業する集団にΑってங

かれた集落と૝ఆされた。さらに୦݀建物には஁໶޻๪とݟられる遺構・遺物も֬認された。中世は水田

1か所を検出したが、遺物は青࣓、ന࣓、青Ֆ、瀬戸美濃、珠洲、ӽ前、ӽ中瀬戸、土師࣭土器が散漫に

出土した［加藤 2011］。

これまでの6ճの本発掘調査で7世紀ޙ葉～10世紀、12世紀～15世紀までの糸魚川市における古代・

中世の有力な集落ということが明らかになった。しかし、これまで古代北陸道の「滄海駅」の有力な候補

地のҰつとされてきたが、青海地域の最大の古代集落であることは֬認できるが、駅の存在を裏ͮける資

料の出土をݟていない。このためݱ時఺では、「駅とͦの周辺を支えた集落」との評価がଥ౰とされてい

る［加藤 2011］。

3　本 発 掘 調 査

A　調 査 の 体 ੍

調査期間　　2014 年 4月 15日～ 2014 年 6月 3日

調査主体　　新潟県教育委員会（教育௕　高Ҫ੝雄）

調　　査　　公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯　　ׅ　　土ං　ໜ（事຿ہ௕）

؅　　ཧ　　۽૔޺ೋ（૯຿՝௕）

ॸ　　຿　　஥川ࠃത（૯຿՝൝௕）

調査૯ׅ　　高橋　保（調査՝௕）

ಋ　　田海ٛਖ਼（調査՝୲౰՝௕代ཧ）　　ࢦ

ୈ �ਤɹڕࢳ઒ڭࢢҕʹΑΔൃ۷ௐࠪͷҨߏ഑ஔਤ（［ࠓ村・ࢁ岸 2008］に加ච）
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調査୲౰　　髙橋保雄（調査՝൝௕）

　支　　ԉ　　　小༄建設株式会社

৔代ཧ人　金子　জݱ　　

#　調 査 の 経 過

本発掘調査は、2014 年 4月 15 日～ 6月 3日まで࣮ࢪした。調査ґཔ面積は 268m2 で、࣮࣭調査面

積も 268m2（67m2 ʷ 4面）であった。以Լ、調査経過を抄ड़する。

4月 8～ 14日　事前४උとして、事຿所、ܜٳ所、機ݿࡐ、トイϨ、発電機、ഉ水ϙンϓ、発掘機ࡐ

౳を搬入した。また、調査区はา道に面していたため安શࡤや橋٭保ࡤޢを設ஔした。15・16日　ॏ機

にΑる੝土・ද土のআ去を行う。੝土はچද土্に約 2mほͲ੝られており、しかもηϝントで土৕վ良

されていた。੝土আ去چ、ޙද土（ᶗ૚ � 水田࡞ߞ土）をআ去した。18日　基४ߌをଧ設し、調査範囲を

֬認した。21日　東น、北นԊいにトϨンνを掘࡟・น面ਫ਼査を行い、基本૚ংを֬認した。22日　Ⅱ

૚掘24・23。࡟日　中世ޙ期の遺物แؚ૚と認ࣝされているᶙ૚掘࡟するが、遺物が少なく珠洲焼 3఺

の出土であった。30日　Ⅳ૚্面をਫ਼査し、遺構検出を行う。遺構は検出されなかった（第 1面）。શܠ

ࣸਅをࡱり、地形ଌ量をする。5月 1・2日　中世前期の遺物แؚ૚と認ࣝされているⅣ૚掘࡟する。古

代の須恵器・土師器のࡉ片は多く出土するが、珠洲焼 1఺のみの出土である。7日　ᶛ૚্面をਫ਼査し、

遺構検出を行う。遺構は検出されなかった（第2面）。地形ଌ量をする。8日　第2面の׬掘ࣸਅをࡱӨޙ、

古代্૚と認ࣝされたᶛ૚を掘࡟する。奈良・平安時代の須恵器・土師器が多く出土し、แؚ૚中から掘

りࠐんでいる遺構がݟえ࢝める。ᶜ૚্面をਫ਼査した結果、11 基のピットを֬認した（第 3面）。9日　

ピットを൒ፊし、断面ࣸਅ、断面࣮ଌを行う。覆土はいずれもᶛ૚にۙࣅすることから、奈良・平安時代

の遺構と判断する。12日　ͦれͧれのピットを׬掘し、ݸ別の׬掘ࣸਅをࡱる。13日　શ体ਗ਼૟を行い、

શࣸܠਅをࡱる。合わせてೆに約 1Lmのٰྕ্から調査区のԕࣸܠਅをࡱӨする。ࣸਅࡱӨޙ、調査区

の平面ଌ量をする。14・15日　古代Լ૚と認ࣝされているᶜ૚を掘࡟する。遺物はᶛ૚ほͲではないが、

奈良・平安時代の須恵器・土師器が出土した。16日　ᶝ૚্面をਫ਼査し、遺構検出を行った結果、北西

ଆとೆଆに樹痕とਪఆされる落ちࠐみを֬認した（第 4面）。20～ 22 日　樹痕とਪఆされる落ちࠐみを

掘࡟する。覆土は࣭࠭シϧトで、্ ૚からԼ૚までಉ࣭であることから୹期間に埋຅したものと判断する。

遺物は্面付ۙで須恵器・土師器が少量出土したのみでօແであった。21日　文化行੓՝がऴྃ֬認をし、

ᶝ૚面でऑい土の୙りがݟられるため、ਂ掘りをするΑうࢦఠされる。23日　ݱ地આ明会を։࠵し、地

。ਅ、平面ଌ量を行うࣸܠ掘ࣸਅ、શ׬別遺構ݸ、者があった。27日　શ体ਗ਼૟ֶݟຽを中৺に28名のॅݩ

28日　ᶝ૚を約 1mਂ掘りし、น面ਫ਼査を行う。ᶝ૚্面で֬認したऑい土の୙りは、断面観察の結果、

౗໦痕を判断した。ݱ地ද面からすでに約 3.5mを掘࡟しているため、᛽૚まではୡしていなかったが、

่落のݥةをճආするため、発掘調査をऴྃした。29日　埋໭しがྃ׬する。5月 29 日～ 6月 2日　

原状ճ෮のため、ఫ収࡞業を行う。6月 3日　鉄道・ӡ༌機構の立会いのԼ、調査区ٴͼआ地৔所をҾき

౉し、す΂ての発掘調査をऴྃした。

3　本 発 掘 調 査
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4　੔　ཧ　࡞　業

A　੔ཧ࡞業の体੍

੔ཧ期間　　2014 年 6月 4日～ 2014 年 12月 26日

調査主体　　新潟県教育委員会（教育௕　高Ҫ੝雄）

੔　　ཧ　　公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯　　ׅ　　土ං　ໜ（事຿ہ௕）

؅　　ཧ　　۽૔޺ೋ（૯຿՝௕）

ॸ　　຿　　஥川ࠃത（૯຿՝൝௕）

੔ཧ૯ׅ　　高橋　保（調査՝௕）

ಋ　　田海ٛਖ਼（調査՝୲౰՝௕代ཧ）　　ࢦ

੔ཧ୲౰　　髙橋保雄（調査՝൝௕）

Ղ子（調査՝৤ୗ員）ࢁؙ・子ܓࢁ業　　小ྛ智恵子・ി　　࡞

#　੔ཧ࡞業の経過

੔ཧ࡞業は、ݱ地࡞業のऴྃしたཌ日の 6月 4日から行った。遺物の੔ཧは、ݱ地࡞業とฒ行し、ચড়・

஫記を行っていたため、࢓分け・઀合から࢝めた。遺構は基ૅ੔ཧを 6月中に行い、平面ਤのσδλϧσー

λやࣸਅのσδλϧσーλのೲ品がऴྃした 7月から本格的に࢝めた。࡞業޻ఔは、第 1දのとおりで

ある。

2014 年 8月末に࡞業のあらかたはऴྃしたが、ࣗવՊֶ分析委ୗと編集委ୗのऴྃを଴って、12月

に印刷・ץ行した。

ୈ �表ɹ੔ཧ޻ۀ࡞ఔ表

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

遺物洗浄・注記        

遺物接合・復元        

遺物実測・拓本        

遺物トレース        

遺物写真撮影        

遺物図面図版作成        

遺物写真図版作成        

遺構図面基礎整理        

遺構図面図版作成        

遺構写真図版作成        

自然科学分析委託        

編集・校正        

印刷・刊行

第ᶗষ　ং　　　આ
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第Ⅱষ　遺跡のҐஔとڥ؀

1　地 ཧ 的 ؀ ڥ

須沢角地遺跡が所在する糸魚川市は、新潟県の最西端にҐஔする。市域の北は日本海に面し、ೆ を௕໺県、

西を෋ࢁ県と઀する。糸魚川は、࢙ࠃ跡・দ本֗道のى఺として஌られている。「Ԙの道」ともݺばれる

この古道は、糸魚川から௕໺県দ本までのおΑͦ 30ཬ（120Lm）におΑͿफ़ݥなࢁӽえの道であり、海

をもたない内陸部΁Ԙや魚հྨをૹる生໋線としてॏ要な໾割を୲ってきた［土田ほか1991］。ݱ在も姫

川Ԋいに௕໺県に௨͡るࠃ道 148 号線・+3大糸線と、海岸線Ԋいの北陸ࣗಈं道・ࠃ道 8号線・+3北

陸本線のަ఺にあたるަ௨の要িとなっている。

糸魚川市には、ほぼೆ北にྲྀれる姫川とほぼҰகするΑうに、フΥッサϚグφの西ԑに౰たる「糸魚川

−੩岡構଄線」が分布する。この構଄線をڥքにして、地ֶ࣭的に西ೆ日本と東北日本に分けられている。

構଄線以西の地૚は、主に古生代石୸紀～ϖϧϜ紀にࢸる青
お

海
うみ

−࿇
れん

՚
͛

ม成ؠଳなͲ、古生代・中生代のଯ

積ؠ・Ր成ؠから成り立っている。青海−࿇՚ม成ؠଳは、ͦの断૚面にऄ໲ؠ・ً྘ؠ・มはんれいؠ

なͲがհ在するෳࡶな構଄を有しており、ώεイً石ؠ・青海石・ౕ 奈川石なͲ希少なؠ石がؚまれている。

中でも、ώεイً石ؠは小ୌ川や青海川で産出されることが஌られており、「小ୌ川のۄߗ産地」「青海川

のۄߗ産地」がࠃのఱવ記೦物にࢦఆされている。Ұํ、この構଄線以東の地૚は主に新第ࡾ紀・第࢛紀

の新しい時代のଯ積ؠ・Ր成ؠから成り立っており、構଄線の東西で地࣭が大きくҟなる［ླ໦ 2000］。

このことが、地形・ಈ২物の分布に૬ҧを生み、さらにޠݴ・෩ଏ文化にもӨڹを༩えることとなったと

いわれている。

市域のೆଆには、ඈଭ຺ࢁと西ᰍ৓ࢁ地がある。ඈଭ຺ࢁには、県内最高ๆの小࿇՚2）ࢁ
769m）をは

͡めとして2
000mڃのࢁʑが࿈なる。ͦの主ྏは日本海にਐΉにしたがって高౓をٸ଎に͡ݮ日本海に຅

している。この֑ٸがࢦࠃఆ名উの「਌
おやしらず

不஌・子
こ し ら ず

不஌」であり、東西文化のোนとなっている。石փؠから

なるࠇ姫1）ࢁ
221m）・明੕1）ࢁ
188m）ではַࢁΧϧεトが発ୡしており、日本最ਂのന࿇ಎ（513m）な

Ͳ多਺のಎ݀が存在する。市域には、ここから産出する石փؠを資ݯとした化ֶ޻業地ଳが形成されている。

西ᰍ৓ࢁ地は、新第ࡾ紀以߱のଯ積૚がོىしたٰྕと、௕໺県との県ڥをなすӍ০1）ࢁ
963m）や

海୩ࢁ地なͲՐࢁ性ؠ石を主体とするࢁմから構成されており、さらにͦのഎޙには本県།Ұの׆Րࢁで

ある焼2）ࢁ
400m）がある。標高 400m以Լの小ى෬ࢁ地域では、主に新第ࡾ紀の࠭టؠ૚から形成さ

れており、地Լ水量が૿大する༥ઇ期、കӍ期、初ౙなͲには、่落・地׈りが発生する［ླ໦ 2000］。

地׈り౳๷ࢭ法੍ఆのきっかけとなったࡤ
ませ͙ち

口地׈り（1947 年発生）౳、地׈り地が多い地域である。

これらのࢁ地をྲྀݯにして、青海川・田
と

海
うみ

川・姫川・海川・ૣ川なͲが北ྲྀし日本海に஫͙。中でも姫

川はこの地ํ最௕のҰڃՏ川であり、શ௕約 60LmにٴͿ。Տ川ԊいにはՏ岸ஈٰがݟられるが、特に

姫川と海川のՏ口岸に発ୡしている。このஈٰは高Ґのߑ積ஈٰから௿Ґのԭ積ஈٰまで 6ஈにࡉ分さ

れている［ླ໦ 1983］。高Ґのஈٰには縄文時代～໻生時代、௿Ґのஈٰには縄文時代～古代、ԭ積ஈ

ٰには古代の遺跡が分布しており、遺跡の時期がԼがるにしたがって高Ґから௿Ґ΁とͦの分布する主体

面をҠಈさせている［ࣉ⃻ 1988］。
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Տ川はいずれもྲྀٸで、かつ海ఈがਂいこともあり、ԭ積平໺は発ୡしていない。最も޿いԭ積地は姫

川と海川のՏ口間に形成された扇状地で、この扇状地を中৺に狭い海岸平໺が޿がる。このほかの平ୱ

地は、Տ川Ԋいにわずかな୩ఈ平໺がࡉ௕く形成されるのみである。また、北東−ೆ西に޿がる海岸線

Ԋいにはٰ࠭ྻが形成されており、姫川Տ口左岸の須沢では最大෯ 300m、最大高 11.5mをଌる［ླ໦

1983］。市֗地や主要幹線は、この্ٰ࠭とԭ積地なͲ、ݶられた平ୱ地にࡉ௕く立地している。

須沢角地遺跡は、姫川左岸のՏ口ۙくにஙかれた扇状地の西端に立地する（第 4ਤ）。この扇状地は姫

川にΑって形成されたものであり、ӈ岸にもಉ༷の地形を観察できる。遺跡北ଆの平ୱ地においては、海

岸্ٰ࠭に加լ֗道がஙかれており、ͦの周辺にۙ世集落が޿がっている。かつて存在した水田面は、౰

遺跡Αりも 1mほͲ標高が௿く、Αり安ఆした地൫をར༻して集落がஙかれたものと考えられる。

2　ྺ ࢙ 的 ؀ ڥ

糸魚川市域における古෿時代・古代・中世の主な遺跡分布は、第 6ਤのとおりである。姫川ӈ岸の糸

魚川地区では、標高 100m以Լの؇ࣼ܏のٰྕが発ୡし、特に標高 50m前ޙのՏ岸ஈ্ٰに遺跡が多く

分布する。また、ۙ年、北陸新幹線建設に伴う発掘調査౳にΑって、狭い平໺部においても遺跡分布が濃

ີであることが明らかになっている。ॅډにదした平ୱ地がݶられるため、土地ར༻が特ఆの範囲に集中

した結果と考えられる。ここでは、須沢角地遺跡に関࿈する古代～中世の遺跡について֓観する。

須沢角地遺跡

北陸道

扇状地？

凡例

扇状地

砂 丘

0 （1：50,000） 2km

ୈ �ਤɹਢ୔֯஍Ҩ੻ͷҐஔͱपลͷ஍۠ܗ෼
（大日本ఇᅳ陸地ଌ量部　1914　ޒສ分Ұ೭ई「糸魚川」原ਤに［ླ໦ 1983］を加ච）

第Ⅱষ　遺跡のҐஔとڥ؀
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୅ݹ

古代には、新潟県ҰଳはӽࠃのҰ部であった。h 日本書紀ʱ࣋౷ 6（692）年 9月の৚に「ӽ前࢘ࠃ」の

記ड़があることから、ӽࠃはӽ前・ӽ中・ӽޙに分割されていたと考えられている。このࠒのӽࠃޙはѨ

լ໺川以北をࢦしており、ᰍ৓܊はӽ中ࠃにଐしたと考えられている。h ଓ日本紀ʱ大ๅ 2（702）年の 3

月の৚にӽ中ࠃの4܊をӽࠃޙに分割したことが記されている［ถ沢1980］。この4܊は、ᰍ৓܊・古܊ࢤ・

が、࿨ಔ܊に設ஔされた出羽ࠃޙ年にӽ（708）ݩすと考えられている。さらに࿨ಔࢦを܊魚প・܊原ו

5（712）年に出羽ࠃとして分立された。これにΑり、ࠤ౉をআくݱ在の新潟県のྖ域がఆまったと考えら

れている。なお、h࿨名ྨᡉ抄ʱには「ࠃ෎在ᰍ৓܊」とあり、ᰍ৓܊内にӽࠃޙ෎があったと考えられる。

ᰍ৓܊はӽࠃޙのೆ西端にҐஔし、ఱ平উๅ 4年（752）10 月଄東大࢘ࣉ௉（ਖ਼૔Ӄ文書）にᰍ৓܊の

えるが、hݟ名が初めて܊ ࿨名抄 （ɦ東ٸ本）には「ٱ比支」の܇を付している。ᰍ৓܊のڷは が記ڷ10

されており、須沢角地遺跡はᰍ৓܊প川ڷにؚまれる。ఱ平উๅ年中（749 ～ 756）の東大ࣉਖ਼૔Ӄޚ物

の༱布๽書には「ٱ඗܊」と記されている。h ࿨名抄ʱでは高ࣉࢁ本とも「ౕ೫加೾」の܇を付しており、

٢田東ޔのʰ大日本地名ࣙ書 （ɦ1907 年）ではপ川ڷをݱ在の市
いちͿり

ৼからૣ
はやかわͩに

川୩までの地とਪఆし、ࣨ町時

代の「পՏ保」とほぼಉ͡地域と考えている。

ʰԆت式ʱにはӽޙの駅・఻അとして、「滄海 8඗、᳛石・名立・水໳・ࠤຯ・ౢࡾ・多ଠ・大Ո֤ 5඗、

ҏਆ 2඗、౉戸ધ 2ᢦ、఻അᰍ৓・古֤܊ࢤ 8඗」と記されており、滄海駅は青海に比ఆできる。北陸

道ӽࠃޙ駅അのӽࠃޙ最初の駅として「滄海അ 8඗」とある。ଞ駅が 5඗にରして、ӽ中ࠤࠃຯ駅とฒ

んで 8඗と多い。両駅の間は約 24Lmと௕く、਌不஌・子不஌の೉所を๊えていたからであろう。ࠤຯ

駅から滄海駅にࢸる道ےは、海岸Ԋいに਌不஌をӽえたとする海道આと্࿏を経て青海川ԊいにԼったࢁ

道આとがある［ࠤ藤・田海ほか1991］。౰遺跡は、青海地域でݱ在発ݟされている౰֘期の最大の集落で

日  本  海

本田浜遺跡

須沢角地遺跡

後久遺跡

須沢水神遺跡

大角地遺跡

西角地古窯跡

国 道 8 号

姫

川

JR 北 陸 本 線

0 （1ɿ20
000） 1Lm

ୈ �ਤɹਢ୔֯஍Ҩ੻पลͷ஍ܗͱҨ੻
ʤ糸魚川市౎市ܭըਤ（青海地域）1ɿ10
000 に加චʥ

2　ྺ ࢙ 的 ؀ ڥ

0 （1ɿ20
000） 1Lm



9

第Ⅱষ　遺跡のҐஔとڥ؀
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あり、滄海駅の有力な候補地と考えられている。

青海地区（چ青海町域）における古代の遺跡は、集落跡と窯跡が検出されている。姫川Տ口ۙくにҐஔす

る౰遺跡（7）は、ত࿨ 62（1987）年・平成 19（2007）年に発掘調査が࣮ࢪされ、7世紀末～ 9世紀前൒

の集落跡であることが明らかにされている	［土田ほか1988、ࠓ村ほか2008］。また、౰遺跡の西ೆ西 600m

のٰྕ੄には西角地古窯跡（6）が所在する。窯体のҰ部・窯น・焼土とともに多量の須恵器が出土してお

り［ࣉ村・安藤ほか1979］、8世紀末～ 9世紀初頭前ޙの窯跡と考えられている［य़日 1998］。須沢角地

遺跡からは、西角地古窯産と考えられる須恵器が多਺出土している。この中には、焼歪みが著しく製品と

してྲྀ௨するとは考え೉いものを多਺ؚんでおり、窯をૢ業する集団とのີ઀な関係が૝ఆされる。

糸魚川地区（چ糸魚川市域）の道
ͲうしΌ

者ハό遺跡（10）では、掘立ப建物やҪ戸といった遺構とともに、多

量の須恵器・土師器のほか、փᬵಃ器・྘ᬵಃ器が多く出土しており、౰地域の中৺的໾割を୲った遺

跡とਪఆされている。このほかに 8世紀末～ 9世紀に土師器生産が行われた小
こ

出
いで

ӽ
ごし

遺跡（33）［ླ໦ほか

1998］、多਺の製Ԙ土器が出土した立ノ内遺跡（41）［高橋 1988］、਺ඦ఺にٴͿ土師器をഇغした土坑

が஫目される࡚ࢁA・#遺跡（30・31）［໦ౡ 2007］なͲの調査事ྫがある。

தੈ

青海地区では、ࢁ৓跡や経௩の存在が஌られている。উ
かつやま

৓跡は、標高ࢁ 328mのউࢁࢁ௖にஙかれて

いる。ఱਖ਼年間（1573 ～ 時代はಉࠃӽ中΁の前ਐ基地としてங৓されたといわれており、ઓ、ࠒ（1582

ํ面をԡさえる要িであったと考えられている［平໺・౉辺 のඌ্ࠜにೆ北ࢁ地のೆํ、দࣉ。［1968

500mにわたってங৓されたদࢁ৓跡（2）は、標高 170mの地఺に本ؙがあり、ۭງやଳྠۂ・੄ྠۂ

でزॏにもݻめられている。青海字石֞に所在するఱਆࢁ遺跡（1）では、1919（大ਖ਼ 8）年の୐地଄成

に伴い、ਔ安 2（1167）年໏のある珠洲焼の経౵がۮવ発ݟされている［金子 1975］。

糸魚川地区では、ࢁޚ遺跡（9）・中平遺跡（15）・古川遺跡（16）・水保観Իಊڥ内（44）・北平遺跡（25）・

Ϋϫノ町遺跡（24）・姫ޚ前遺跡（21）・஛Ֆ遺跡（17）・࡚ࢁ A・# 遺跡（30・31）౳が஌られており、

ेҰ面観Ի立૾（ࠃॏ要文化財）を安ஔする水保観Իಊڥ内からは中世ಃ࣓器ྨが出土したことから、水

岸・田村ࢁ］跡との関係が考えられているࣉึ 2004］。また、ஈٰ～ٰྕ্には、中世ޙ期～ۙ世初期

の原ࡾेࢁ௩（14）やࡾेࡾ࡚ࢁ௩（26）［໦ౡ 1989］が分布する。

౰地域における中世の集落については、北陸新幹線建設に伴う発掘調査にΑって、平໺部に多਺存在す

ることが明らかになってきた。特に、ࢁ
やまきし

岸遺跡（37）においては、ח૔時代（13世紀）の大ܕの掘立ப建

物やఉԂが検出され஫目されている。出土したಔ製品にはࡿ໲がࢪしてあり、ח૔北৚ࢯҰ଒の名
な

ӽ
ごえ

をࢯ

ࣔすՈ໲であるՄೳ性があり、পՏڷ地頭の名ӽࢯとਂく関係のある中৺的な԰ෑと考えられている［य़

日 2010］。このほか、青海地区のٶՖ町遺跡（45）では、13～ 15世紀の土坑ุにΑる集団ุ地がݟつ

かり、15体の土૴人ࠎが出土している［小஑ほか2012］。ྨྫの少なさや਌不஌・子不஌海岸の入り口と

いう遺跡の立地から஫目される。

また、多量の໦製品が出土する࣮ଶが、ࢁ岸遺跡、ࣉ地遺跡（4）［૬羽 2002］、姫ޚ前遺跡、஛Ֆ遺

跡の調査事ྫにΑって明らかにされつつある。໦製品が特ఆの範囲から多量に出土する্、സ状・๮状の

製品が地面にಥき立てられて検出されている。この特ҟな出土状گのղऍについては多角的な検౼を要す

るが、特௃的なࡇ᛾行ҝが行われていたことをӐい஌ることができる。ޙࠓの調査のਐలにΑって、糸魚

川地域における中世社会のҰ端が明らかにされていくものと期଴される。

2　ྺ ࢙ 的 ؀ ڥ
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第ᶙষ　調 査 の ֓ 要

1　グリッドと調査区の設ఆ

ճの調査区は、2007年౓調査区の7区、2009年౓調査区の8区の間に存在する。したがって、グリッࠓ

ドの設ఆ・名শは、これらの調査区に࿈ଓするΑうに合わせた。

グリッドは、2004 年౓の発掘調査区 11 区のグリッドをԆ௕し、北陸新幹線の法線とฒ行するΑ

うに設ఆした。ͦの基४ラインは、平成 16 年౓の発掘調査区内にある 14 橋11）٭ 区）と、2007 年

౓の発掘調査区内にある #L12 橋2）٭ 区）の中৺࠲標を結Ϳ線とした。基४ラインの࠲標஋は、14

橋٭の中৺が、世քଌ地ܥの X�114671.402・:�−59715.894、#L12 橋٭の中৺（2 区 031# （ߌ

が、X�114526.372・:�−60013.419 である。なお、本調査区の 010# 114618.822�は、Xߌ・:�

−59823.761・標高 6.397mである。グリッドのೆ北ラインは、ਅ北から 25౓ 59分 14ඵ西ภする。

ଌ量の基४となるグリッドは、10 ʷ 10mํ࢛の大グリッドを設ఆし、東西ラインでは東から 01・

02ʜとΞラϏΞ਺字を、ೆ北ラインでは北からA・#ʜのΞϧフΝϕットを付し、「010#」なͲと૊み

合わせてදࣔした。大グリッドはさらに 2ʷ 2mํ࢛の小グリッドに区分し、1～ 25の਺字を഑した（ਤ

൛ 3）。これを大グリットと૊み合わせ、「010#6」なͲとදࣔした。

なお、2008 年౓の発掘調査では、グリッドの東西࣠がҰகするものの、ೆ北࣠は 10mずれている。

大グリッドの名শもほかの調査区との࿈ଓ性を考ྀせず付けられている。൥ࡶであるが、ৄࡉはਤ൛ 2・

3をࢀ照されたい。

地形と遺跡の立地چ　2

地ॅݩຽにΑれば遺跡名の「角地」とは、この地域が周囲Αり高い୆地状のΑうな地形ͩったことに༝

དྷするݺͼ名とݴわれている［௰ 2006］。加藤は、過去の調査結果をもとにچ地形を෮ݩしている。基

本૚ংの᛽૚検出高を༻い࡞成したچ地形の౳高線ਤ（ਤ൛ 2）をݟると、1987 年౓のچ青海町教委の

調査区が最も標高が高く、ここから西に޲かいঃʑに௿くなっていることがわかる。さらに姫川左岸でઉ

状にுり出す᛽૚が形成された༷子がうかがえる。また、地形区分ਤ（第 4ਤ）からは、須沢角地遺跡が

姫川扇状地の西端であることがわかる。過去の調査ཤྺ（第 1ষ第 2અ）を照らし合わせれば、このઉ状

にுり出した᛽૚の্に古代以߱の遺跡が構ஙされていたことになる。特にچ青海町教委の調査区（1987

年౓）、糸魚川市教委の調査区（2007 年౓）は、遺構・遺物の検出状گから古代・中世の中৺部分に૬౰

すると考えられ、ここから西に離れるにしたがい、遺構・遺物はঃʑに希薄になる。このことは地形から

も༰қにਪଌできる。

なお、᛽૚の形成年代は明らかではないが、᛽૚の্Ґから縄文時代前期前葉ࠒの遺物が認められるこ

とから、ͦれ以前とਪఆしている［加藤 2011］。
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3　基　本　૚　ং（第 7ਤ・ਤ൛ 5・13）

本調査区の基本૚ংは、2009 年౓の調査区（8区）にྡ઀することから৭調、記ड़౳にඍົな૬ҧは

あるものの、おおΉͶಉ͡である。したがって、ಉ͡૚名を付けた。以Լ、૚ংを記ड़する。

̌૚ɿ੝土૚。新幹線の本線橋٭間に੝られた੝土。約 2mの૚ް。

ᶗ૚ɿ10:35�1 土。約࡞ߞ代の水田ݱۙ。փ৭シϧト׊ 10Dm。

Ⅱ૚ɿ10:36�8 明ԫ׊৭࣭࠭シϧト。鉄分の௜着が著しい。ۙ世の遺物แؚ૚。約 10～ 20Dm。

ᶙ૚ɿ10:34�1 փ৭࠭。2009׊ 年౓調査では、中世ޙ期の遺物แؚ૚とされている。約 10～ 15Dm。

Ⅳ૚ɿ10:34�1 փ৭೪࣭シϧト。ᶙ૚Αり৭調が҉く、஡৭ຯをଳͼる。୸化物を少量ؚΉ。2009׊

年౓調査では、中世前期の遺物แؚ૚とされている。約 10～ 15Dm。

ᶛ૚ɿ7.5:33�2 ৭೪࣭シϧト。҉փ৭೪土をϒϩッΫ状に少量ؚΉ。古代্૚の遺物แؚ૚。約׊ࠇ

10Dm。

ᶜ૚ɿ10:34�3 にͿいԫ׊৭シϧト。古代Լ૚の遺物แؚ૚。古代্૚の遺構検出面。なお、古代্૚

とԼ૚の遺物には、明֬な時期ࠩは認められなかった。約 10Dm。

ᶝ૚ɿ10:34�1 約。ࢁ৭シϧト。古代Լ૚の遺構検出面。地׊ 30Dm以্。

ᶝ૚্面から約 1.8mԼ૚（標高 4.0m前ޙ）には、᛽૚のଯ積が༧૝されたが、調査面積が狭く੝土も

ްいことから調査の安શを考ྀし、ਂ掘りは標高 4.7mまでにとͲめた。

3　基　本　૚　ং
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第Ⅳষ　遺　　　構

1　֓　　　要

ճの調査では、これまでの調査成果から少なくとも中世でࠓ 2面、古代で 2面の遺物แؚ૚ٴͼ遺構検

出面があるものと༧૝し調査をਐめた。しかし、調査面積が狭いことや遺跡の西端とਪଌされる部分を調

査したことから調査面積にରする遺構ີ౓は高いが、ͦ れほͲ遺構は多くない。中世の遺構は認められず、

古代の遺構は調査区ڥのน面で認ࣝした土坑 1基のほか、ピット11基、性格不明遺構 3基が検出された。

2　記　ड़　ํ　法

遺構名শのུ号は土坑ɿ4,、ピットɿ1、性格不明遺構ɿ4Xである。遺構番号はこれまでの調査で࢖

༻された番号とのॏෳをආけるため、遺構の種別にかかわらず 1101 ～ 1115 の௨し番号を࢖༻した。本

文では遺構を種別ごとにઆ明するが、ピットと性格不明遺構は、観察දもซ༻した。

平面形ଶٴͼ断面形ଶの分ྨは、h ࿨ઘ A遺跡ʱ

でࣔした分ྨ［加藤 1999］を༻いた。

遺構のن໛の௕ܘ・୹ܘは最大஋、ਂさは֬認面

からの最ਂ部の஋である。

3　遺　構　֤　આ

遺構は、時代別、種ྨ別に記ड़する。

A　古 代 の 遺 構

1）土　　　坑

4,����（ਤ൛ 4・5・17）

調査区北۱の 010A17 グリッドにҐஔする。東

น、北นの断面でのみ֬認でき、ೆ北 67Dm以্・

東西 20Dm以্、ਂさ 33Dm、標高 5.64mをଌる。

平面形は土૚観察༻のトϨンνでഁյされ不明、断

面形は土૚観察༻のトϨンνをݟるݶり、ややԜತ

のある൒ԁ状をఄするものと思われる。遺構検出面

はᶛ૚్中から掘りࠐまれており、古代に所ଐする

土坑である。覆土は׊ࠇ৭೪࣭シϧトに୸化ཻや土

師器ࡉ片がؚまれ、Լ૚はやや৭調が明るくなる。

遺物は土師器ࡉ片が 7఺出土している。
ୈ �ਤɹҨߏͷฏ໘ܗଶͱஅ໘ܗଶͷ෼ྨ

（［加藤 1999］をసࡌ）

平面形態の分類

断面形態の分類

円 形 楕円形 方 形 長方形 不整形

台形状 箱状 弧状

半円状 Ｕ字状 袋状

Ｖ字状 漏斗状 階段状

緩やか

急傾斜
内傾 垂直
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2）ピ ッ ト

1���� ʙ ����（ਤ൛ 4・5・13～ 16）

ᶛ૚্面を遺構検出面として 11 基のピットを検出した。平面はԁ形～ପԁ形、断面は୆形状、൒ԁ

状、ހ状が多くݟられる。ن໛は௕ܘ 40～ 50Dm、୹ܘ 30Dm、ਂさ 20Dmఔ౓の中ن໛なピットが多

い。覆土は1基をআき୯૚であり、ԫ׊৭～׊ࠇ৭シϧトの覆土である。いずれもᶛ૚にۙࣅした覆土で、

検出૚Ґとの関࿈から古代に所ଐする。遺物は須恵器や土師器のࡉ片が少量出土した。11102 から出土

した須恵器有୆ഋ（28）が།Ұ、ਤࣔできた遺物である。

ピットは調査区のやや北دりにೆ西から北西にかけてࣼめに、ೋか所にまとまって分布するが、関࿈性

がݟられず、ப݀の痕跡なͲも認められなかった。

3）性格不明遺構

ɹ49���� ʙ ����（ਤ൛ 4～ 6・13・16・17）

調査区の北とೆの端でݟつかった遺構であるが、いずれも調査区֎にԆͼるため、શ༰は不明である。

検出૚Ґはᶝ૚্面で、検出ϓラン、遺構の立ち্がりやน面には、鉄分の௜着がݟられた。ϓランは調

査区֎にԆͼるため、断ఆはできないものの、いずれも不੔形をఄする。断面形もಉ༷にԜತのある不੔

形をఄする。覆土は 2૚に分૚されるものの（4X1113・1114）、্面を覆うᶛ૚のਁಁでԚれているもの

で、୯૚とݟなされる。にͿいԫ׊৭࣭࠭シϧトで、୸化物をは͡めとする不७物をؚまない࣭࠭シϧト

の७૚である。ߑ水ଯ積のΑうに時間をかけずଯ積した૚と考える。2009年౓の発掘調査でも検出され、

報告では樹痕と判断している。遺物はᶛ૚とのڥを઀する覆土 1૚から土師器ࡉ片が出土した。ᶛ૚か

らのฆれࠐみと考えられる。

#　中 世 の 遺 構（ਤ൛ 4・13）

2009 年౓の発掘調査でᶙ૚ɿ中世ޙ期の遺物แؚ૚、Ⅳ૚ɿ中世前期の遺物แؚと認ࣝされ、ࠓճの

調査でもಉ͡くᶙ・Ⅳ૚が認ࣝでき、遺物もわずかではあるが出土したことから、Ⅳ૚্面、ᶛ૚্面で

ͦれͧれ遺構検出を行った。遺構は検出できなかったが、ほぼ平ୱな地形であることが判明した。

ピット番号 検出地఺ 平面形 断面形 覆土 ௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂさ（Dm） ఈ面標高（m） 出土遺物（఺） උ考

11101 010A17・22 ପԁ形 状ހ ୯૚ 54 40 21 5.72	 土師 1

11102 011A25・011#5 ପԁ形 ୆形状 Ϩンズ状 67 39 30 5.60	 須恵 1、土師 1 須恵࣮ଌ/P.28

11103 011A25 ԁ形 ൒ԁ状 ୯૚ 32 28 15 5.76	

11104 011A25 ԁ形 ୆形状 ୯૚ 28 27 19 5.71	

11105 011A25・010A21 ପԁ形 ୆形状 ୯૚ 42 28 16 5.75	 土師 2

11106 010#6・7 ԁ形 ୆形状 ୯૚ 47 37 13 5.81	

11107 010#6 ପԁ形 ୆形状 ୯૚ 35 29 20 5.75	

11108 011#10 ପԁ形 ̪字状 ୯૚ 53 42 32 5.61	 須恵 1、土師 1

11109 011#10・15 ପԁ形 ̫字状 ୯૚ 46 35 24 5.70	 土師 1

11110 011#10 ԁ形 状ހ ୯૚ 27 27 10 5.84	

11111 010#7 ԁ形 状ހ ୯૚ 33 28 16 5.78	

ୈ �表ɹϐοτ観察表

遺構番号 検出地఺ 平面形 断面形 覆土 ௕さ
（m）

෯
（m）

ਂさ
（m）

ఈ面標高
（m）

出土遺物
（఺） උ考

4X1112 010A16・17 不੔形 不੔形 ୯૚ （1.35） （0.37） （0.20） （5.70） 土師 2 遺構の֎面に鉄分の௜着著しい。

4X1113 011A20・25、010A16 不੔形 不੔形 ほぼ୯૚ （2.93） （2.82） （0.53） （5.30） 土師 2 遺構の֎面に鉄分の௜着著しい。

4X1114 011#10・15・20、
010#11・12・16・17 不੔形 不੔形 ほぼ୯૚ （4.57） （4.24） （1.04） （4.76） 土師 10 遺構の֎面に鉄分の௜着著しい。

ୈ �表ɹੑ֨ෆ໌Ҩߏ観察表（Χッコ内はݱ存஋）

第Ⅳষ　遺　　　構
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第ᶛষ　遺　　　物

1　֓　　　要

調査でಘられた遺物は、ࡉかなഁ片が多いものの、調査面積の狭さに比すれば比較的多いํである。古

代の土師器 4ശ（ശサイズ 54ʷ 34ʷ 10Dm）、須恵器 3ശ、中世の珠洲焼 5఺、瀬戸美濃焼 2఺、縄文時

代の石器 7఺が出土している。このほか古代または中世に所ଐする石器 8఺、鉄製品 2఺、鉄ᕥ 4఺、

土製品の羽口 2఺がある。これらの遺物は遺構に伴うものはۃめて少なく、ͦのほとんͲがแؚ૚から

の出土である。また、調査区શ体からภりなく出土している。

基本૚ংの分૚が比較的༰қであったため、遺物の大൒は૚Ґ別に取り্͛ることがՄೳであった。口

ԑ部࢒存཰ܭଌ法を༻いた૚Ґ別器種構成比཰（第 4ද）にΑれば、古代の土器は、古代の遺物แؚ૚で

あるᶛ૚からの出土が最も多く、次いでಉ͡く古代の遺物แؚ૚であるᶜ૚から出土である。Ⅳ૚から্

は、中世以߱の遺物แؚ૚とਪఆされており、古代の遺物はۃ端に少なくなる。

中世の土器は、7఺（口ԑ部は 1఺のみ）と少ないものの、す΂てⅣ૚から্Ґでの出土である。

2　記　ड़　ํ　法

土器は比較的多く出土したものの、ࡉ片が多い。したがって、࢒存཰が良޷な遺物はもちろんであるが、

ഁ片資料であっても器形のશ体形を෮ݩするΑうに౒めた。また、શ体の器形を෮ݩできない土器も、土

器の出土޲܏や遺跡の特௃を明らかにするためにഁ片資料をࡌܝした。

遺物の記ड़は、本文と観察දの両者をซ༻した。本文では観察දをまとめた形でड़΂、ݸʑの遺物のઆ

明は、主に観察දに委Ͷた。

観察දはਤࣔした遺物の法量、土器の胎土、調੔なͲは巻末の観察දとしてࣔした。観察දは、土器・

ಃ器、土製品、鉄製品、石器のͦれͧれで࡞成した。

ୈ �表ɹਢ୔֯஍Ҩ੻ͷ૚Ґผ器छߏ੒ൺ཰

出土૚Ґ ᶙ૚ Ⅳ૚ ᶛ૚ ᶜ૚

種ྨ 器種 ഁ片਺
（఺）

口ԑ部
存཰࢒
（�36）

比཰ɿ
口ԑ஋
（ˋ）

ഁ片਺
（఺）

口ԑ部
存཰࢒
（�36）

比཰ɿ
口ԑ஋
（ˋ）

ഁ片਺
（఺）

口ԑ部
存཰࢒
（�36）

比཰ɿ
口ԑ஋
（ˋ）

ഁ片਺
（఺）

口ԑ部
存཰࢒
（�36）

比཰ɿ
口ԑ஋
（ˋ）

土師器

ແ୆࿸ 10 17 7.6	 6 10 8.7	

小ᙈ 2 7 3.1	 4 6 5.2	

௕ᙈ 2 3 4.5	 4 7 3.1	 2 5 4.3	

௕ᙈかು 1 1 0.4	 1 3 2.6	

須恵器

ഋ֖ 3 3 27.3	 8 12 18.2	 19 56 25.0	 11 26 22.6	

有୆ഋ 1 1 9.1	 1 3 4.5	 6 20 8.9	 3 14 12.2	

ແ୆ഋ 6 7 63.6	 18 28 42.4	 47 82 36.6	 22 51 44.3	

ᆵ・ළྨ 4 19 28.8	 12 28 12.5	

ᙈ 2 2 0.9	

ᙈかԣළ 1 4 1.8	

珠洲 すりു 1 1 1.5	

合　ܭ 10 11 100.0	 34 66 99.9	 104 224 99.9	 49 115 99.9	
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3　遺　物　֤　આ

遺物の記ड़は、時代別、種ྨ別にઆ明する。

A　古 代 の 土 器（ਤ൛ 7・8・18・19−1 ～ 81）

本発掘調査で出土した遺物の大൒は、奈良・平安時代の遺物である。口ԑ部࢒存཰ܭଌදを基にした૚

Ґ別器種構成比཰（第 4ද）をݟると、古代の遺物แؚ૚のᶛ・ᶜ૚から 82�もの土器が出土している。

須恵器と土師器の比཰は、須恵器 86�、土師器 14�で須恵器がѹ౗的に多い。器種別では須恵器ແ୆ഋ

40.5�、須恵器ഋ֖ 23.3�、須恵器ᆵ・ළྨ 11.3�、須恵器有୆ഋ 9.2�、土師器ແ୆࿶ 6.5�、土師器

௕ᙈ 3.6�、土師器小ᙈ 3.1�となる。

土器の編年や年代観は、［य़日 1998・1999・2010］にैった。古代の土器は、य़日編年［य़日

1999］のᶙ期からᶛ期まで認められる。࣮年代でいうとᶙ期が 8世紀初頭～ 8世紀前葉、Ⅳ期が 8世紀

中葉～ 9世紀初頭、ᶛ期が 9世紀前葉～ 9世紀中葉である。

片が多く時期を明֬に֬ఆできる土器は少ない。最も多い土器は、Ⅳࡉ 2・Ⅳ 3期のࠒのものである。

また、これまでの過去の調査でも明らかのΑうに、焼歪みのݦ著なものやଞݸ体との溶着痕がݟられるも

のが認められた。௨ৗ、ফඅ遺跡ではݟられないͦの޲܏は、ۙྡに須恵器窯の存在をࣔࠦし、窯のૢ業

に関係する集団にΑってஙかれた集落であることを૝ఆ［加藤 2011］した。౰遺跡の西ํ約 500mに

は西角地古窯跡（第 5・6ਤ）が存在し、౰遺跡の最੝期とૢ業期間がॏෳする。電ؾ化ֶ޻業株式会社田

海޻৔の༻水࿏建設޻事が行われたࡍに࠾集された平ശ約 10ശ༨りの須恵器が糸魚川市௕者ϲ原考古ؗ

に保؅されている。西角地古窯跡出土資料は、౰遺跡を評価する্でܽくことができないため胎土を比較

した。胎土は肉眼観察にΑる分ྨを行い、このうちҰ部については、ࣗ વՊֶの分析を行った（第ᶜষࢀ照）。

ここでは［加藤 2011］とಉ༷に肉眼観察にΑる胎土の分ྨ基४をࣔすこととしたい。

̖ྨɿࠞ入物が少なく៛ີで࣭ۉな胎土である。ݎ៛に焼き্͛られ、փ৭から青փ৭をఄするもの。

̗ྨɿ௚ܘ 2mm以Լのࠞ入物が多い胎土である。ݎ៛に焼き্͛られ、փ৭をఄするもの。

̘ྨɿ௚2ܘmm以Լのࠞ入物が認められる胎土である。焼成が不े分で、փന৭をఄし、คっΆいもの。

̙ྨɿͦのଞの胎土である。උ考ཝにݸ別に記ड़する。

また、ࠇいਧき出しのݦ著なものが、౰遺跡ٴͼ西角地古窯跡の特௃であることから、ࠇいਧき出しが

した。胎土のࠞ入物は、നݱに「�」でදޙられるものには胎土分ྨのݟ �ന৭ཻ子、௕ �௕石、石 �石

ӳ、ࠇ �৭ཻ子、᛽ࠇ �࠭᛽、海 �海໖ࠎ針である。なお、土師器、珠洲焼、瀬戸美濃の胎土は、௚ܘ

2mmの࠭᛽を多量にؚΉものと、ࠞ入物をほとんͲؚまないものと、ͦの中間のものがある。ॱにͦれ

ͧれ「ૈཻ・中間・ਫ਼良」とした。

また、須恵器の焼成ํ法のखがかりとなるࣗવᬵ・߱փの痕跡は「փ化」、ࠇมは「ࠇ化」と観察දに

記ड़した。

ਢܙ器ແ୆ഋ（1～ 16）

ਤࣔしたものはす΂てแؚ૚出土で、ᶛ・ᶜ૚から多く出土するが、9・12・13 はⅣ૚出土である。

12・13をআいてఈ部の੾り離しは、す΂てճసϔラ੾りである。1～4はશ体の器形がਪఆできるもので、

小Ϳりな࡞りで、体部はఈ部からࣼ܏ٸに௚線的に立ち্がる。य़日編年のⅣ 2・3期に૬౰する。5～
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11 はఈ部のみのഁ片である。8は薄खの࡞りであるが、ほかはاը性がݟられる。胎土や焼成、ࠇ৭の

ਧき出しから西角地古窯跡産とਪఆされる。12・13はఈ部の੾り離しがճస糸੾りである。胎土はシϧ

ト࣭で࣭ۉで西角地古窯跡産とはҟなる。13はఈܘが小さく大きく։く器形から、口ܘとのࠩが大きい

と判断される。౰地域にྡ઀する෋ࢁ県新川܊では、9世紀から糸੾りٕ法の須恵器生産が行われる［஑

໺ 2011］ことから、ᶛ期の所産とਪఆされる。14～ 16 は薄खの࡞りで、೪土࣭で࣭ۉな胎土である。

。౉小ധ産のແ୆ഋで、ᶛ期に૬౰するࠤ

ਢܙ器༗୆ഋ（17～ 31）

28 をআき、แؚ૚出土である。19・24・32・35 はⅣ૚出土、ほかはᶛ・ᶜ૚出土である。ఈ部が

遺存するものは、す΂てճసϔラ੾りである。17・18は立ち্がりがٸで、体部は௚線的にԆͼる。Ⅳ

2・3期ࠒとਪఆされる。19～ 23は体部から口ԑ部のഁ片である。立ち্がりがٸで、௚線的にԆͼる。

胎土や焼成、ࠇ৭のਧき出しなͲから西角地古窯跡産とਪఆされ、Ⅳ 2・3期ࠒか。24はఈܘが大きく、

大ܕ品になるものと思われる。胎土は೪土࣭で࣭ۉで、西角地古窯跡産とは明らかにҟなる。高田平໺東

部産の搬入品と考えられ、ᶙ期の所産とਪఆされる。25はఈ部ഁ片であるが、立ち্がりが؇く大きく

։くものと思われる。胎土はシϧト࣭で࣭ۉで、高田平໺西部産とਪఆされる。ᶙ期の所産と思われる。

26～ 29はややఈܘの大きい有୆ഋで、ఈ部からٸに立ち্がる器形である。29はシϧト࣭で࣭ۉな胎

土から、平໺西部のୌࣉ古窯跡܈産とਪఆされる。30～ 37 は小ܕの器形で、ٸに立ち্がるものとਪ

ఆされる。胎土や焼成、ࠇ৭のਧき出しなͲから西角地古窯跡産と思われ、Ⅳ 2・3期に所ଐする。

ਢܙ器ߴഋ（38）

有୆ഋに୹٭の付く高ഋX［小田 2004］であり、৴濃特有の器種といわれている。シϧト࣭で࣭ۉな

胎土から、高田平໺西部のୌࣉ古窯跡܈産とਪఆされる。Ⅳ 2・3期に૬౰する。

ਢܙ器ഋ֖（39～ 51）

39は出土૚Ґ不明。42をআき、ɒ ・c ૚出土である。39のఠみは、高さが௿くܘが小さい。これ以֎は、

ఠみをܽくഋ֖のഁ片である。௖部が遺存するものは、੾り離しがす΂てճసϔラ੾りである。端部が௕

めにਨԼし、しっかり面取りされる 41・49は、ᶙ期まで૎るՄೳ性がある。また、端部がやや௕めにਨ

Լし、中央部で۶ۂしೣ଍状になる 46・51 はⅣ 2期以߱のՄೳ性がある。このほか端部がやや௕めに

ਨԼするが؇く۶ۂする 44・50、端部が୹くઌ端部がؙみをଳͼる 42・43・45、ઌ端部が֎にわずか

にંれる 47・48 なͲがある。40は口ܘが大きく端部もްみがあることから、Ⅳ 1期まで૎るՄೳ性が

ある。

ਢܙ器֖（52）

؀状のఠみが付く֖で、1఺のみの出土である。胎土#ྨで、ࠇ৭のਧき出しが著しいことから西角

地古窯跡産とਪఆされる。Ⅳ 2・3期に૬౰する。෋ࢁ県্末窯［Ӊ໺ほか1989］なͲにྨྫがݟられる。

ਢܙ器൫（53）

1఺のみの出土である。焼成不良の胎土$ྨである。西角地古窯跡産とਪఆされることから、Ⅳ 2・3

期に૬౰する。ほかにྨྫとして、ࠓճ胎土分析した西角地古窯跡産の൫（西 12）、糸魚川市小出ӽ遺跡

16号土坑出土資料 1）がある。いずれも胎土は$ྨで、焼成不良である఺でڞ௨する。

1）	 小出ӽ遺跡 16号土坑出土の൫は、胎土、焼成がѱいため、土師器として報告されている。

3　遺　物　֤　આ



19

ਢܙ器ᆵ（54～ 57）

口ԑ部ഁ片（54～ 56）、口ԑ部からᰍ部のഁ片（57）である。口ܘや口ԑ端部の形状はͦれͧれҟなる

が、ᙈなͲに比΂胎土はਫ਼良でݎ៛に焼成されている。県教委の発掘調査（平成 20年౓）で出土したᆵで

もಉ༷なࢦఠがなされている。57はᰍ部に௜線が 2৚८るが、西角地古窯跡出土資料［ઍՈほか1979］、

ճ胎土分析した西角地古窯跡産のᆵ（西ࠓ 4）にྨྫがݟられる。

ਢܙ器ԣළ（58）

1఺のみの出土で、体部ഁ片である。֎面は平行λλΩޙΧΩϝ、内面は青海೾Ξς۩ޙ、Ұ部ΧΩϝ

がࢪされる。

ਢܙ器ᙈ（59～ 66）

口ԑ部ഁ片（59～ 61）、体部ഁ片（62～ 66）である。59は།Ұ口ܘが෮ݩできる資料であり、ਪఆ஋

で 16.4Dmをଌる。60・61は口ԑ端部が水平で、֎面にತଳと೾状文が८る。器形や文༷がࣅているが、

焼成、ತଳや೾状文の形状がҟなる別ݸ体である。62～ 66 は֎面平行λλΩ目、内面青海೾౰て۩が

される。なお、66は֎面に溶着痕が認められる。ತଳと೾状文が口ԑ部に८るᙈは、西角地古窯跡でࢪ

も多くݟられる［青໦編 1966］。

土ࢣ器࿶（67～ 69）

いずれもఈ部ഁ片で、੾り離しはճస糸੾りである。ᶛ・ᶜ期ࠒであろう。

土ࢣ器ᙈ（70～ 77）

口ԑ部ഁ片（70）、体部ഁ片（71 ～ 74）、ఈ部ഁ片（75 ～ 77）である。70 は།Ұ口ܘが෮ݩでき、

17.8Dmをଌる。内֎面ともϤコハέϝがࢪされる。71 ～ 73・75 は֎面λςハέϝ、内面Ϥコハέϝ

がࢪされる。74は֎面平行λλΩ、内面青海೾Ξς۩で、体部Լ൒のഁ片とਪఆされる。76・77 は֎

面φσ、内面ハέϝがࢪされる。す΂てඇϩΫϩのᙈで、多くはⅣ 2・3期の所ଐするものと思われる。

土ࢣ器製Ԙ土器（78）

ఈܘが෮ݩできたのは 1఺のみのであり、ܘ 12.4Dmをଌる。֎面ࢦおさえ痕、内面Ϥコφσ、ఈ֎

面൘状痕がݟられる。

土ࢣ器খᙈ（79・80）

いずれもϩΫϩ成形である。79は口ܘ 12.8Dmをଌる。

土ࢣ器ು（81）

口ԑ部ഁ片で、口ܘ 32.6Dmとਪఆされる。ϩΫϩ成形で、内֎面ΧΩϝがݟられる。

西ᰍ৓地域の土師器ࣽਬ۩は、Ⅳ期はඇϩΫϩ主体で、ᶛ期にϩΫϩ成形にҠ行してΏく［य़日

1998］ことから、小ᙈ・ುはᶛ・ᶜ期の所産と考えられる。

#　中世の土器・ಃ器（ਤ൛ 9・19・20−82 ～ 87）

出土਺は珠洲焼 5఺、瀬戸美濃焼 2఺と少なく、ࡉ片資料である。調査区内からまばらに、出土૚Ґ

はいずれもⅣ૚から্Ґである。以Լ、種別ごとにઆ明する。

चऱমᎬു（82）

口ԑ部ഁ片である。内֎面ϩΫϩφσで、εリ目は認められない。Ⅳ૚からの出土であることから、古

खのՄೳ性がある。
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चऱমᙈ（83～ 86）

いずれも体部ഁ片である。֎面平行λλΩ、内面᛽Ξς۩痕がݟられる出土૚Ґから中世ޙ期にଐする

と考える。

੉ށඒೱমఱ໨஡࿸（87）

1఺のみの出土である。体部ഁ片で、内֎面に鉄ᬵがࢪされる。Ⅱ૚（ۙ世遺物แؚ૚）出土であり、中

世からのฆれࠐみとਪఆされる。

$　土 製 品（ਤ൛ 9・20−88・89）

Ӌ（89・88）ޱ

ᶛ૚から 2఺出土している。いずれもඇεϚΩ࡞りのഁ片であるが、࿍、೩焼部に઀する部分はᕥ化

している。調査区の東約 5mには、2009 年౓の発掘調査（8区）で஁໶࿍を伴う୦݀建物がݟつかって

いることから、ಉ遺構に関࿈するՄೳ性もある。出土૚Ґから古代に所ଐする。

%　鉄 製 品（ਤ൛ 9・20−90・91）

ఝ（90）

基部が平らな平釘で、٭部はܽଛしている。

౛（91）ࢠ

。部分とਪఆされ、刀਎はܽଛするܪ

釘・刀子はᶛ૚出土であり、出土૚Ґから古代に所ଐする。

E　石　　　器（ਤ൛ 9・20−92 ～ 99）

౐石（92～ 95）

92 ～ 94はڽփؠ製で、94は௚ํ体に্͛࢓ている。95は࣭ܔ೪土ؠ製で、ژ౎໐ୌ産と考えられる。

出土૚Ґから、92・93は古代に、94・95は中世と判断される。

Ꮟ石（96・97）

ްめのፏ平᛽の周ԑ（96）、両ଆԑ（97）に敲ଧ痕がݟられる。97は敲ଧ痕がଳ状に޿くల։する。出

土૚Ґから中世の所産と考えられる。

ണย（98・99）

いわΏる֋֪状剥片とݺばれているԣ௕剥片で、ᶜ૚から出土している。糸魚川地域では古෿時代前期

まで存ଓする［加藤 2008］が、ほかに古෿時代の遺物がないことから、縄文時代の所産と考えている。

F　西角地古窯跡出土須恵器（ਤ൛ 10・20−西 1～西 12）

。していたͩいたڙճの発掘調査で出土したものではないが、胎土分析༻に糸魚川市教委から資料ఏࠓ

西角地古窯跡は、糸魚川市ࠓ村新田字西角地 439 番地に所在した須恵器窯跡である。ࠓ村新田地区内

にあるಠ立௿୆地のೆࣼ面に立地し、標高は約 10mをଌる。電ؾ化ֶ田海޻৔の༻水࿏建設でഁյされ、

青海町教委に保؅されていたが、平成چ状は༻水࿏である。出土遺物はݱ 17年糸魚川市との合ซに伴い、

糸魚川市教委にҠ؅された。

出土した須恵器は、平ശで約 10ശ、窯体・փ原なͲの窯形ଶや窯਺なͲのৄࡉは明らかでなく、窯跡
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のͲこから出土したものか不明である。出土遺物には、窯นのഁ片のほか、ॏͶ焼きのまま溶着したもの

や歪んͩもの、ഁ片が多く保؅されている。器種ではᙈ、ᆵ、ഋ、ഋ֖、൫、ುなͲがある。

このうち 12఺を胎土分析ࢼ料とした。分析ࢼ料は、本発掘調査で出土した須恵器と比較するため、ಉ

༷に胎土、焼成を考ྀしてந出したが、Aྨと#ྨには、明֬に区分できないものもある。

̖ྨɿࠞ入物が少なく៛ີで࣭ۉな胎土である。ݎ៛に焼き্͛られ、փ৭から青փ৭をఄするもの。（西

1～西 4）

̗ྨɿ௚2ܘmm以Լのࠞ入物が多い胎土である。ݎ៛に焼き্͛られ、փ৭をఄするもの。（西5～西8）

̘ྨɿ௚ܘ 2mm以Լのࠞ入物が認められる胎土である。焼成が不े分で、փന৭をఄし、คっΆいも

の。（西 9～西 12）

また、ந出したものにはす΂てࠇ৭のਧき出しがݟられるが、西 3は特にͦの޲܏が著しかった。

なお、西角地古窯跡出土須恵器の年代観は、平安時代初頭［ઍՈほか1979］、800 年を前ޙする年代（土

田・小஑ほか1988）、8世紀末～ 9世紀初頭［य़日 1998］とされている。

以Լ、器種ごとにઆ明する。

ແ୆ഋ（西 10）

小Ϳりの࡞りで、ఈ部からٸに௚線的に立ち্がる。

༗୆ഋ（西 1・西 2・西 5・西 6・西 9）

口ܘの大きいもの（西 9）から小さいもの（西 5）まである。また਎のਂいもの（西 1）から、ઙいもの（西 9）

がある。ఈ部の੾り離しはす΂てճసϔラ੾りで、高୆は֎ଆに౿んுり、内端઀地である。ఈ部からٸ

。られるݟ௨性がڞりに࡞、をఄする器形でありܕに௚線的に立ち্がる。いわΏるശࣼ܏

ഋ֖（西 3・西 7・西 11）

小Ϳりな࡞りで口ܘ 11.6 ～ 12Dm、器高 1.9 ～ 2.3Dmをଌる。௖部の੾り離しはճసϔラ੾りで、端

部は୹くਨԼし、ؙみを࣋つもの（西 7・西 11）と୯७にਨԼしたͩけのもの（西 3）がある。ఠみは௿め

で小Ϳりなٖๅ珠形である。

൫（西 12）

ఈ部からࣼٸに௚線的に୹くԆͼる器形である。ఈ部の੾り離しはճసϔラ੾りである。糸魚川市小出

ӽ遺跡 16号土坑、本調査でも出土しており、胎土、焼成はۙࣅする。なお、このࢼ料は大角地遺跡で報

告された西角地古窯跡出土須恵器の࣮ଌਤ 8［ઍՈほか1979］とಉҰ資料と思われる。

ᆵ（西 4）

௕ᰍᆵの口ԑからᰍ部であり、ਨ௚にԆͼたᰍ部は口ԑでラッパ状に֎൓し、端部はঃʑに薄くなる。

ᰍ部付ۙには2৚の௜線が८る。新幹線関࿈の発掘調査や本調査ではᆵの口ԑがいくつか出土しているが、

いずれも胎土はਫ਼良で、焼成がݎ៛である。なお、このࢼ料は大角地遺跡で報告された西角地古窯跡出土

須恵器の࣮ଌਤ 14［ઍՈほか1976］とಉҰ資料と思われる。

ᙈ（西 8）

口ԑ部から体部্൒のഁ片であり、口ܘ 20.8Dmをଌる。「く」の字に֎൓するᰍ部は、口ԑ端部で্

ํにつままれる。口ԑ部内֎面ϩΫϩφσ、体部は֎面平行λλΩ、内面青海೾Ξς۩痕である。
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第ᶜষ　ࣗવՊֶ分析

1　須沢角地遺跡出土須恵器の胎土分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

A　は　͡　め　に

須沢角地遺跡（新潟県糸魚川市須沢地内）は、姫川Տ口域の左岸にҐஔする。本地域の地形分ྨਤ［ླ໦

1983］をࢀ考とすると姫川Տ口付ۙには小ن໛な扇状地の分布が認められ、本遺跡は姫川左岸ଆの扇状

地のଆ端付ۙに立地する。

須沢角地遺跡では、これまでの発掘調査にΑり古代を主体とする集落であることが明らかとされており、

୦݀建物や掘立ப建物、土坑、ാߔ࡞、ピット౳が֬認されている。また、焼き歪みや溶着した須恵器౳

が多く出土したことから、窯のૢ業に関係する集団にΑってஙかれた集落のՄೳ性が૝ఆされている。

本報告では、本遺跡から多く出土した西角地古窯跡産とਪఆされる須恵器（ফඅ地資料）と、須沢角地

遺跡の西ํ約500mのٰྕ端部にҐஔする西角地古窯跡から࠾取された須恵器（生産地資料）をର৅として、

須恵器胎土の化ֶ成分の比較ର照にΑりͦの関係性について検౼を行った。

料　　　ࢼ　#

分析にڙされたࢼ料は、୲౰者にΑりબ୒された須恵器 21 ఺である。内༁は、須沢角地遺跡から出土

した須恵器 9఺（報告番号ɿ4ɼ19ɼ21ɼ28ɼ37ɼ51ɼ52ɼ53ɼ57）と西角地古窯跡から࠾取された須恵器 12

఺（報告番号ɿ西 1～ 12）からなる。ࢼ料のৄࡉを第 5දに記す。

これらのࢼ料は、須恵器胎土の肉眼観察に基ͮき、A・#・$の 3ྨに分ྨされており、さらに本遺跡

、ఠされている。本分析ではࢦいਧき出しが認められることがࠇͼ西角地古窯跡の出土資料の特௃としてٴ

を༻いてද面観察を行ったところ、以ԼのΑڸඍݦ料について࣮体ࢼड़する分析前の事前調査として֤ޙ

うな特௃が認められた。

1）A　　　ྨ

Aྨは、基࣭がシϧト࣭またはシϧト～ཻ࣭࠭ࡉۃなものが多く、ܘ 0.05mm以Լのࠇփ৭の溶༥Ψ

ラεをۃめてඍ量散ؚする。Ψラε化していないものは、ܘ 2mm以Լఔ౓のփ৭の఺໲を有している。

石ӳ、௕石ྨをۃめてඍ量～ඍ量ఔ౓ؚみ、Ұ部、ً石ྨを伴うものが存在する。

2）#　　　ྨ

#ྨは、基࣭がシϧト～೪土࣭またはシϧト～ཻ࣭࠭ࡉۃであり、溶༥Ψラεが発๐したܺ޸を散ؚす

るものや、ࠇփ৭の溶༥Ψラεをۃめてඍ量～ඍ量ఔ౓でؚΉものなͲが認められる。溶༥Ψラεの発๐

が著しく、εコリΞ༷の֎観をࣔし、ܘ 4mmにୡするものも認められる。ڽփؠ࠭、ؠとみられるന৭

やփ৭をఄするؠ片をඍ量ఔ౓ؚΉものもあり、最大ܘは 4mmにୡする。߭物片としては石ӳ、௕石ྨ

が認められ、ۃめてඍ量～ඍ量ఔ౓で散ؚされる。
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3）$　　　ྨ

$ྨは、基࣭がシϧト～೪土࣭が中৺であり、明るめの৭調をࣔす。ܘ 1mm以Լఔ౓のന৭またはփ

৭のؠ片をۃめてඍ量～ඍ量ఔ౓ؚΉものが多く、ܘ 3mm以Լでٿ状～ପԁ状のܺ޸を散఺状にؚΉも

のなͲも認められる。߭物片として石ӳ、௕石ྨがۃめてඍ量～ඍ量ఔ౓ؚみ、ً石ྨや࣓鉄༷߭の金ଐ

߭物を伴うものもؚまれる。

なお、須沢角地遺跡ٴͼ西角地古窯跡の須恵器胎土の特௃とされる「ࠇいਧき出し」として認められる

ものは、ࠇփ৭をఄする溶༥Ψラεに૬౰すると考えられる。

$　分　析　ํ　法

胎土分析は、ݱ在༷ʑな分析ํ法が༻いられており、߭物૊成やؠ片૊成をٻめるํ法と化ֶ૊成をٻ

めるํ法とに大きく分けられる。前者は੾片にΑる薄片࡞製が主に༻いられ、ޙ者ではܬ光X線分析が

最もΑく༻いられている。前者のํ法は、胎土の特௃がଊえやすいこと、地࣭との関࿈性を考えやすいこ

となͲのར఺があり、胎土中におけるཻ࠭の量や、ͦのཻܘ૊成、࠭を構成する߭物片、ؠ石片ٴͼඍ化

石の種ྨ౳もଊえることがՄೳであり、ಘられる৘報が多い。たͩし、胎土中にؚまれるཻ࠭の量ࣗ体が

少なければ、ͦの৘報量も少なくなる。Ұํ、ܬ光X線分析は、࠭分の量や高ԹにΑる߭物のม化にあ

まりӨڹされることなく、胎土の࣭ࡐを٬観的な਺஋でࣔすことができる。

された須恵器は、Ұൠに、胎土中にૈཻのཻ࠭が多量にؚまれるΑうなことはあまりなڙճの分析にࠓ

く、また焼成Թ౓も 1
000ˆを超える高Թのために、Ұ部の߭物については溶༥やΨラε化౳が生͡てい

ることが多い。須恵器における胎土分析のํ法としては、ܬ光X線分析が༻いられる事ྫが多く、本報

報告
番号

分ྨ
出土地఺ ૚Ґ 口ܘ	

（mm）
ఈܘ	

（mm）
器高	

（mm）
৭調 胎土分ྨ	

1）ɼ2） ࠞ入物 3）
種別 器形 ֎面 内面

4 須恵器 ແ୆ഋ 010#2 ᶜ 108 64 31 փന փԫ $ ന ŋ௕

19 須恵器 有୆ഋ 011#10 Ⅳ 134 （44） փന փന $ ʴ ന ŋࠇ

21 須恵器 有୆ഋ 010# ᶜ 118 （37） փ փന # ʴ ന ŋ௕ ŋࠇ

28 須恵器 有୆ഋ 011#5	11102 覆土 78 （21） փ փ # ʴ ന ŋ௕ ŋࠇ ŋ᛽

37 須恵器 有୆ഋ 010#17 ᶛ 46 （34） փ փ A ʴ ന

51 須恵器 ഋ֖ 010#16 ᶛ 118 （17） փ փ A ʴ ന ŋ௕

52 須恵器 ֖ 010#17 ᶛ （23） നփ നփ # ʴ ന ŋ௕ ŋࠇ

53 須恵器 ൫ 010#15 ᶜ 150 128 21 ઙԫᒵ ઙԫᒵ $ ࠇ

57 須恵器 ᆵ 011A20 ᶛ 108 （77） փ փന A ʴ ന ŋ௕

西 1 須恵器 有୆ഋ 西角地古窯跡 ද࠾ 124 76 54 青փ 青փ A ʴ ന ŋ௕

西 2 須恵器 有୆ഋ 西角地古窯跡 ද࠾ 103 66 39 明青փ 青փ A ʴ ന ŋ௕

西 3 須恵器 ഋ֖ 西角地古窯跡 ද࠾ 116 23 փ փ A ʴ ന ŋ௕

西 4 須恵器 ௕ᰍᆵ 西角地古窯跡 ද࠾ 84 （93） փ փ A ʴ ന

西 5 須恵器 有୆ഋ 西角地古窯跡 ද࠾ 94 66 36 青փ 青փ # ʴ ന ŋ௕

西 6 須恵器 有୆ഋ 西角地古窯跡 ද࠾ 108 72 32 ҉青փ ҉青փ # ʴ ന ŋ௕

西 7 須恵器 ഋ֖ 西角地古窯跡 ද࠾ 116 26 19 փ փ # ʴ ന ŋ௕ ŋ石

西 8 須恵器 ᙈ 西角地古窯跡 ද࠾ 208 （97） փന փന # ʴ ന ŋ௕

西 9 須恵器 有୆ഋ 西角地古窯跡 ද࠾ 132 98 34 փന փന $ ʴ ന ŋ௕

西 10 須恵器 ແ୆ഋ 西角地古窯跡 ද࠾ 114 84 31 փന փന $ ʴ ന ŋ௕

西 11 須恵器 ഋ֖ 西角地古窯跡 ද࠾ 120 24 22 փന փന $ ʴ ന ŋ௕

西 12 須恵器 ൫ 西角地古窯跡 ද࠾ 150 104 28 փ փ $ ʴ ന ŋ௕

ʻமʼ
1）肉眼観察にΑる胎土分ྨ基४
　　Aྨɿࠞ入物が少なく៛ີで࣭ۉな胎土。ີݎに焼き্͛られ、փ৭から青փ৭をఄする。
　　#ྨɿ௚ܘ 2mm以Լのࠞ入物が多い胎土。ີݎに焼き্͛られ、փ৭をఄする。
　　$ྨɿ௚ܘ 2mm以Լのࠞ入物が認められる胎土。焼成が不े分で、փന৭をఄし、คっΆい。
2）須沢角地遺跡・西角地古窯出土須恵器の特௃とされる「ࠇいਧき出し」の有ແ
　　ʴɿࠇいਧき出しが認められる資料
3）ࠞ入物
　　നɿന৭ཻ子、	௕ɿ௕石、	石ɿ石ӳ、	ࠇɿࠇ৭ཻ子、	᛽ɿ࠭᛽

ୈ �表ɹ෼ੳࢼྉҰཡ

第ᶜষ　ࣗવՊֶ分析
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告もܬ光X線૷ஔを༻いたఆ量分析にΑって胎土の化ֶ૊成をٻめ、生産地とফඅ地の関係を୳る資料

としている。

本分析では、ଌఆ૷ஔとしてリΨΫ製೾௕分散ܬܕ光X線分析૷ஔ（;4X	1SJmVT ᶙ �）を༻い、Ψラε

Ϗード法にΑって 4J02ɼTJ02ɼAM203ɼFF203ɼ.O0ɼ.H0ɼ$B0ɼ/B20ɼ,20ɼ1205 の主要 10 、ૉとݩ

3Cɼ4Sɼ:ɼ;Sɼ#B のඍ量 料にはಠ立行੓法人産業ࢼした。なお、標४ࢪૉについてఆ量分析を࣮ݩ5

ٕज़૯合ڀݚ所の地ٿ化ֶ標४ࢼ料（+A�1ɼ+A�2ɼ+A�3ɼ+#�1Bɼ+#�2ɼ+#�3ɼ+$I�1ɼ+F�1ɼ+F�2ɼ+(�1Bɼ+(�2ɼ

+(�3ɼ+(C�1ɼ+(C�2ɼ+)�1ɼ+LL�1ɼ+3�1ɼ+3�2ɼ+3�3ɼ+4E�1ɼ+4E�2ɼ+4E�3ɼ+4M�1ɼ+4M�2ɼ+4Z�1）を༻いた。以Լ

に分析৚݅を記す。

1）૷　　　ஔ

（株）リΨΫ製		૸査ܬܕ光X線分析૷ஔ	;4X	1SJmVT ᶙ �（F1ఆ量法Ξϓリέーシϣン）

成　࡞　料　ࢼ（2

μイϠϞンドΧッλーで੾り出したഁ片を水ચしたޙ、機ցס૩（110ˆ）したࢼ料をৼಈϛϧ（$.T

製 T*100ʀ10mM ༰λングεςンΧーόイト༰器）でคࡅ・ࠞ合し、ΨラεϏードを第 6දの৚݅で࡞成した。

ୈ �表ɹ̭ޫܬઢఆྔଌఆ৚݅

ୈ �表ɹΨϥεϏʔυ࡞੒৚݅

溶༥૷ஔ リΨΫ製୎্ܕ高周೾Ϗードサンϓラ（3091A001）

༥ٴࡎͼ希ऍ཰ ༥ࡎ（LJ2#407）5.000Hɿࢼ料 0.500H

剥離ࡎ LJ*

溶༥Թ౓ �時間 1200ˆ �600TFD

λーήット 3I

؅電ѹ（,7） 50

؅電 （ྲྀmA） 50

料ϚεΫࢼ 30mmП

料εピンࢼ 0/

μイΞフラϜ 30mmП

ଌఆง囲ؾ ਅۭ

ଌఆݩૉ ଌఆ
εϖΫトϧ

1次
フΟϧλ

Ξッς
ωーλ εリット 分光結থ 検出器

1)A 角౓（EFH） ଌ時間（T）ܭ

LL 6L 1FBL �#( �#( 1FBL #(

4J02 4J�, Ћ 06T 06T 44 1ET 1$ 120	 300	 109.030	 105.00	 113.00	 40	 20	

TJ02 TJ�, Ћ 06T 06T 42 L*F	
（200） 4$ 80	 340	 86.140	 84.50	 88.50	 60	 60	

AM203 AM�, Ћ 06T 06T 44 1ET 1$ 110	 300	 144.770	 138.00	 − 40	 20	

FF203 FF�, Ћ 06T 06T 42 L*F	
（200） 4$ 90	 320	 57.494	 55.50	 60.00	 40	 20	

.O0 .O�, Ћ 06T 06T 42 L*F	
（200） 4$ 90	 20	 62.966	 62.00	 63.68	 60	 20	

.H0 .H�, Ћ 06T 06T 44 3X25 1$ 110	 420	 39.596	 37.00�37.50	
（0.10TUFQ）

41.50�42.50	
（0.20TUFQ） 60	 20	

$B0 $B�, Ћ 06T 06T 44 L*F	
（200） 1$ 120	 290	 113.124	 110.20	 115.90	 40	 20	

/B20 /B�, Ћ 06T 06T 44 3X25 1$ 120	 300	 48.134	 45.90	 50.30	 60	 20	

,20 ,�, Ћ 06T 06T 44 L*F	
（200） 1$ 120	 280	 136.674	 − 142.00	 40	 20	

1205 1�, Ћ 06T 06T 44 (E 1$ 150	 270	 141.096	 138.10	 143.20	 60	 20	

3C 3C�, Ћ 06T 06T 42 L*F	
（200） 4$ 100	 300	 26.598	 25.60�25.80	

（0.10TUFQ）
27.06�27.14	
（0.04TUFQ） 120	 40	

4S 4S�, Ћ 06T 06T 42 L*F	
（200） 4$ 100	 300	 25.134	 24.40�24.70	

（0.10TUFQ）
25.60�25.80	
（0.10TUFQ） 120	 40	

: :�, Ћ 06T 06T 42 L*F	
（200） 4$ 100	 300	 23.758	 23.04�23.16	

（0.06TUFQ）
24.30�24.50	
（0.10TUFQ） 120	 40	

;S ;S�, Ћ 06T 06T 42 L*F	
（200） 4$ 100	 310	 22.536	 22.16	 23.04	 120	 60	

#B #B�L Ћ 06T 06T 42 L*F	
（200） 4$ 100	 290	 87.164	 84.50	 88.50	 120	 60	

ୈ �表ɹ̭ޫܬઢ૷ஔ৚݅

1　須沢角地遺跡出土須恵器の胎土分析
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3）ଌ　ఆ　৚　݅

্記࡞成したΨラεϏードをઐ༻ϗϧμーにηットし、্記した૷ஔを༻い、第 7・8දの৚݅でଌఆ

を࣮ࢪした。

%　結　　　果

光X線分析にΑる化ֶ૊成を第ܬ 9දにࣔす。なお、ଌఆ成分の合ܭ（TPUBM）は、焼成不े分とされ

る$ྨが 94.72 ～ 97.29�、$ྨをআくࢼ料が 97.24 ～ 99.07�であり、とくに$ྨで௿い޲܏が認め

られた。以Լの結果ղ析では、ࢼ料の૬ޓ比較を行うためにଌఆ成分の合ܭを 100�にن格化した化ֶ૊

成（第 9ද）を༻いている。また、ࢼ料間の化ֶ૊成を比較するにあたり、ᶃ胎土を構成する成分の中で

主体をҝす成分（4J02ɼAM203）、ᶄ［Ҫ্ 2006］にΑるୌࣉ古窯跡܈、大؏古窯跡܈における須恵器・土

師器の調査において、分ྨに༻いた成分（.H0ɼFF203）、ᶅ೪土の฼ࡐを考える্でॏ要な௕石ྨ（主に

Χリ௕石、ࣼ௕石）の主要ݩૉをҝす成分（$B0ɼ/B20ɼ,20）、ᶆ須恵器の胎土分析においてࢦ標とされる

ことが多いඍ量ݩૉ（3Cɼ4S）という֤成分をબ୒し、ͦれらの஋をॎ࣠・ԣ࣠とした散布ਤを༻いた。

なお、散布ਤは、生産地資料である西角地古窯跡の֤ࢼ料の散布ਤ（第 9ਤ）と、窯ૢ業との関࿈性がਪ

ఆされる須沢角地遺跡ࢼ料を加えた散布ਤ（第 10ਤ）を࡞成した。

1）4J02ɼAM203

胎土を構成する成分の中で主体をなす成分（4J02ɼAM203）についてみると、西角地古窯跡は、4J02 が

63.14～69.02�、AM203が18.97～21.95�のྖ域に分布する。胎土分ྨに着目してݟると、分散が大きくɼ

かつॏෳする#�ྨと$�ྨのྖ域にA�ྨがややまとまって分布する。

ୈ �表ɹ̭ޫܬઢ෼ੳ݁Ռ

第ᶜষ　ࣗવՊֶ分析

遺跡名 報告	
番号

胎土	
分ྨ

主要ݩૉ ඍ量ݩૉ

4J02

（�）
TJ02

（�）
AM203

（�）
FF203

（�）
.O0
（�）

.H0
（�）

$B0
（�）

/B20
（�）

,20
（�）

1205

（�）
3C

（QQm）
4S

（QQm）
:

（QQm）
;S

（QQm）
#B

（QQm）

西角地	
古窯跡

西 1 Aʴ 66.44	 0.75	 18.97	 8.29	 0.03	 1.55	 0.27	 0.68	 2.80	 0.11	 108	 54	 23	 202	 613	

西 2 Aʴ 65.74	 1.01	 20.73	 6.49	 0.04	 2.12	 0.36	 0.71	 2.57	 0.12	 117	 71	 26	 229	 573	

西 3 Aʴ 67.81	 0.78	 19.66	 5.35	 0.04	 1.90	 0.34	 0.79	 3.10	 0.13	 118	 61	 25	 193	 668	

西 4 Aʴ 68.21	 0.76	 20.08	 4.13	 0.03	 2.14	 0.35	 0.87	 3.23	 0.08	 117	 64	 28	 187	 680	

西 5 #ʴ 68.30	 0.91	 20.12	 5.46	 0.07	 1.63	 0.20	 0.46	 2.68	 0.06	 105	 52	 22	 225	 480	

西 6 #ʴ 63.14	 1.04	 21.19	 9.17	 0.04	 1.97	 0.23	 0.47	 2.55	 0.09	 124	 60	 26	 226	 509	

西 7 #ʴ 68.61	 0.86	 20.31	 5.23	 0.03	 1.61	 0.30	 0.71	 2.18	 0.07	 109	 65	 29	 232	 547	

西 8 #ʴ 67.71	 1.17	 21.77	 4.18	 0.03	 1.94	 0.35	 0.52	 2.16	 0.08	 112	 73	 27	 267	 479	

西 9 $ʴ 67.40	 0.87	 20.75	 4.89	 0.03	 1.83	 0.33	 0.80	 2.81	 0.19	 95	 62	 26	 216	 646	

西 10 $ʴ 65.60	 1.01	 21.95	 6.05	 0.03	 1.85	 0.30	 0.81	 2.22	 0.10	 79	 67	 25	 206	 458	

西 11 $ʴ 68.84	 0.97	 20.81	 4.12	 0.03	 1.77	 0.27	 0.61	 2.40	 0.08	 100	 56	 28	 244	 527	

西 12 $ʴ 69.02	 0.91	 20.25	 4.22	 0.03	 1.91	 0.33	 0.68	 2.44	 0.10	 87	 63	 26	 234	 556	

最大஋ 69.02	 1.17	 21.95	 9.17	 0.07	 2.14	 0.36	 0.87	 3.23	 0.19	 124	 73	 29	 267	 680	

最小஋ 63.14	 0.75	 18.97	 4.12	 0.03	 1.55	 0.20	 0.46	 2.16	 0.06	 79	 52	 22	 187	 458	

須沢角地	
遺跡

4 $ 67.81	 1.13	 22.52	 5.17	 0.02	 1.43	 0.13	 0.14	 1.49	 0.08	 73	 42	 25	 255	 285	

19 $ ʴ 67.90	 1.05	 21.61	 4.64	 0.03	 1.74	 0.20	 0.39	 2.21	 0.15	 92	 47	 25	 242	 469	

21 # ʴ 68.31	 1.07	 21.68	 5.15	 0.02	 1.33	 0.24	 0.22	 1.86	 0.05	 94	 54	 29	 243	 302	

28 # ʴ 67.14	 0.84	 20.28	 6.39	 0.05	 2.21	 0.28	 0.52	 2.11	 0.08	 97	 57	 21	 210	 454	

37 A ʴ 68.50	 0.75	 19.36	 4.77	 0.03	 1.95	 0.36	 0.89	 3.14	 0.13	 118	 67	 26	 192	 672	

51 A ʴ 69.25	 0.85	 19.80	 4.35	 0.03	 1.77	 0.27	 0.68	 2.82	 0.08	 120	 59	 28	 219	 597	

52 # ʴ 66.28	 0.92	 20.71	 6.95	 0.04	 2.07	 0.25	 0.50	 2.07	 0.12	 97	 53	 21	 221	 430	

53 $ 66.01	 0.96	 21.81	 6.22	 0.03	 1.69	 0.32	 0.67	 1.84	 0.36	 69	 63	 30	 258	 440	

57 A ʴ 69.30	 0.86	 19.08	 4.66	 0.03	 2.00	 0.35	 0.81	 2.70	 0.10	 114	 69	 23	 215	 636	

最大஋ 69.30	 1.13	 22.52	 6.95	 0.05	 2.21	 0.36	 0.89	 3.14	 0.36	 120	 69	 30	 258	 672	

最小஋ 66.01	 0.75	 19.08	 4.35	 0.02	 1.33	 0.13	 0.14	 1.49	 0.05	 69	 42	 21	 192	 285	
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1　須沢角地遺跡出土須恵器の胎土分析
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＜胎土分類＞
西角地古窯跡
　：Ａ+
　：Ｂ+
　：Ｃ+

須沢角地遺跡
　：Ａ+
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　：Ｃ

＜胎土分類＞
西角地古窯跡
　：Ａ+
　：Ｂ+
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ୈ �ਤɹ଻土Խֶ૊੒ࢄ෍ਤ
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須沢角地遺跡は、4J02 が 66.01 ～ 69.30�、AM203 が 19.08 ～ 22.52�のྖ域に分布し、西角地古窯

跡のྖ域とॏなる。また、西角地古窯跡とಉ༷に、A�ྨがややまとまって分布するが、एׯ 4J02 が多

い޲܏がݟられる。

2）FF203ɼ.H0

	西角地古窯跡は、FF203 が 4.12 ～ 9.17�、.H0が 1.55 ～ 2.14�のྖ域に分布し、FF203 の分散が

比較的大きいことを特௃とする。とくに、西角地古窯跡の西 1（A�ྨ）と西 6（#�ྨ）で FF203 が多く、

分散するྖ域を大きくしている。

須沢角地遺跡は、FF203 が 4.35 ～ 6.95�、.H0が 1.33 ～ 2.21�のྖ域に分布し、西角地古窯跡の

ྖ域とॏなる。A�ྨが FF203 の௿濃౓ଆにややまとまって分布し、21（#�ྨ）と 4（$ྨ）が西角地古

窯跡の.H0のྖ域Լ（�1.5）ݶから、やや֎れる。

3）$B0ɼ/B20ɼ,20

ここでは、௕石શ体におけるΞϧΧリ௕石ٴͼΧリ௕石の割合をఆ性的に検౼する。散布ਤでは、௕石

ྨશ体におけるΞϧΧリ௕石の割合（（/B20�,20）�（$B0�/B20�,20））をԣ࣠とし、ΞϧΧリ௕石にお

けるΧリ௕石の割合（,20�（/B20�,20））をॎ࣠としている。

西角地古窯跡は、（/B20�,20）�（$B0�/B20�,20）では#�ྨが 0.88 ～ 0.94ɼA�ྨと $�ྨが 0.90

～ 0.93、,20�（/B20�,20）では#�ྨが 0.75 ～ 0.85ɼA�ྨと $�ྨが 0.73 ～ 0.80 のྖ域に分布し、

比較的޿く分散する#�ྨの中にA�ྨ・$�ྨがまとまって分布する。

須沢角地遺跡は、（/B20�,20）�（$B0�/B20�,20）が 0.89 ～ 0.93、,20�（/B20�,20）が 0.73

～ 0.91 のྖ域に分布する。西角地古窯跡のྖ域とほぼॏなるが、21（#�ྨ）と 4（$ྨ）は西角地古窯

跡の,20�（/B20�,20）のྖ域্（0.85）ݶを超えたところに分布する。

4）3Cɼ4S

3Cɼ4S は須恵器の胎土分析においてࢦ標とされることが多く、［ࡾ௰ 1983］が地域特性因子としてॏ

要ࢹしているݩૉである。なお、両ݩૉが須恵器の地域ࠩをදすཧ༝として、［ࡾ௰ 2008］は、「Ֆቋؠ

ྨが,�$Bɼ3C�4S	の両分布ਤ্で地域ࠩをදすということはՖቋྨؠの地域ࠩを支഑しているのはΧリ

௕石とࣼ௕石であることをҙຯする。さらにՖቋྨؠをޙഎ地とする窯跡出土須恵器の化ֶ特性がՖቋؠ

ྨの化ֶ特性とΑくରԠするところから、須恵器のૉࡐ೪土はޙഎ地のՖቋྨؠが෩化して生成したཹ࢒

೪土であることをࣔしている」ことがഎܠにあるとଊえている。

西角地古窯跡は、3Cは $�ྨが 79～ 100QQm、A�ྨと #�ྨが 105 ～ 124QQm、4S は $�ྨが 56

～ 67QQm、A�ྨと$�ྨが 52～ 73QQmのྖ域に分布する。

須沢角地遺跡は、3Cが 69 ～ 120QQm、4S が 42 ～ 69QQmのྖ域に分布し、西角地古窯跡のྖ域と

ॏなる。A�ྨが 3Cの高濃౓ଆにややまとまって分布するほか、西角地古窯の特௃とされるࠇいਧき出

しが認められない 4・53（$ྨ）が西角地古窯跡の分布ྖ域から、やや௿濃౓ଆに֎れる。

第ᶜষ　ࣗવՊֶ分析
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E　考　　　察

1）西角地古窯跡の化ֶ૊成と胎土分ྨ

西角地古窯跡から࠾取された須恵器は、肉眼観察にΑるࠞ入物、焼成のఔ౓ٴͼ৭調、さらにࠇいਧき

出しが認められるという特௃にΑり、A�・#�・$�の 3種ྨの胎土に分ྨされている。

西角地古窯跡資料の化ֶ૊成（第 9ਤ）は、FF203�.H0散布ਤでは不明ྎであるが、ଞの散布ਤでは

比較的特ఆのྖ域にまとまって分布する。ৄࡉにみると、ࠞ入物が少なく࣭ۉな胎土とされるA�ྨに

ରして、ࠞ入物が多いとされる#�ྨで分散が大きい޲܏にある。また、$�ྨは、4J02�AM203 散布ਤ、

（/B20�,20）�（$B0�/B20�,20）�,20�（/B20�,20）散布ਤにおいて比較的まとまった分布をࣔし、

3C�4S 散布ਤにおいては3Cの 100QQm付ۙをڥとして௿濃౓ଆのྖ域にภって分布する。

以্の状گから、西角地古窯跡ࢼ料は、いずれの胎土分ྨも化ֶ૊成においてはྖ域がॏෳすることが

ఠできる。さらに、3C�4Sࢦ 散布ਤをࢦ標とすると、3CのおΑͦ 100QQm付ۙをڥとして、高濃౓ଆ

のྖ域にA�・#�ྨ、௿濃౓ଆに$�ྨが分布しており、A�・#�ྨと $�ྨとの間で特ఆの分布ྖ域が

ࣔࠦできるՄೳ性がある。

2）須沢角地遺跡出土須恵器について

次に須沢角地遺跡の須恵器は、西角地古窯跡とಉ༷の基४にΑる胎土分ྨにΑり、A�・#�・$�ྨと、

いਧき出しが認められない$ྨのࠇ 4種ྨから構成される。

A�ྨ（37・51・57）は、4J02�AM203 散布ਤでは西角地古窯跡資料のA�ྨΑり 4J02 がやや多い޲܏

にあるが、このଞの散布ਤにおいては西角地古窯跡資料のྖ域に収まる。なお、A�ྨは、֤散布ਤにお

いて分散が小さくɼまとまって分布する޲܏から、西角地古窯跡資料のA�ྨとಉ͡とݟて良いと考えら

れる。

#� （ྨ21・28・52）は、4J02�AM203 、ͼ3C�4S散布ਤではいずれも西角地古窯跡資料のྖ域に収まるҰํٴ

（/B20�,20）�（$B0�/B20�,20）�,20�（/B20�,20）散布ਤにおいては 21がやや西角地古窯跡資料

のྖ域から֎れ、FF203�.H0散布ਤにおいても.H0がやや少ない޲܏が認められる。なお、ޙड़する

$ྨの 4もྨࣅした޲܏をࣔしており、さらに両者にڞ௨する特௃として#B濃౓が約 300QQmと西角

地古窯跡資料の濃౓範囲（458～ 680QQm）Αり௿஋であることもࢦఠできる。また、#�ྨの 3C濃౓は

94～ 97QQmと西角地古窯跡資料の#�ྨの 3C濃౓（105～ 124QQm）と比΂て௿いという特௃をࣔす。

#ྨ（#�ྨ）は、胎土の特௃として、ࠞ入物が多いという఺が͛ڍられており、これらのࠞ入物の多Չ

が化ֶ૊成にӨڹしている、すなわち分散を大きくしているՄೳ性が考えられる。

$ྨ（4ɼ53）ٴͼ$�ྨ（19）は、4J02�AM203 散布ਤでは西角地古窯跡資料の分布ྖ域に֓Ͷ収まる。

$ྨと$�ྨのҧいは 4J02�AM203 散布ਤのほか、FF203�.H0散布ਤ、（/B20�,20）�（$B0�/B20�,20）

�,20�（/B20�,20）散布ਤでは不明ྎであるが、3C�4S 散布ਤでは西角地古窯跡の特௃を有する 19（$�ྨ）

が西角地古窯跡資料のྖ域に、4・53（$ྨ）は西角地古窯跡資料のྖ域Αり離れたҐஔに分布する。なお、

4（$ྨ）は、前ड़したΑうに#�ྨの 21とಉ༷に、（/B20�,20）�（$B0�/B20�,20）�,20�（/B20�,20）

散布ਤにおいて西角地古窯跡資料のྖ域からやや離れ、.H0がやや少ない޲܏と#B濃౓が௿い特௃と

が認められる資料である。

以্の状گから、須沢角地遺跡出土資料のうち西角地古窯跡資料の特௃とされるࠇいਧき出しが認めら

1　須沢角地遺跡出土須恵器の胎土分析
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れる A�ྨɼ#�ྨɼ$�ྨは、3C�4S 散布ਤを༻いて西角地古窯跡資料の分布ྖ域と照合することにΑっ

て西角地古窯跡産のՄೳ性が高いと評価される。Ұํ、$ྨ（4・53）については西角地古窯跡資料のྖ

域から֎れることΑり、ಉ窯跡産のものとはややҟ࣭であるՄೳ性がࣔࠦされる。また、#�ྨの 21 は

3C�4S 散布ਤにおいては西角地古窯跡産のՄೳ性が評価されるҰํで、$ྨの 4とྨࣅした特௃を有す

る。さらに、$ྨでも 4と 53とでは特௃がҟなり、とくに（/B20�,20）�（$B0�/B20�,20）�,20�

（/B20�,20）散布ਤにおけるҐஔ関係においてͦのҧいが؃取される。

F　さ　い　ご　に

ճの須沢角地遺跡と西角地古窯跡の須恵器からಘられた化ֶ成分の比較ର照では、A�ྨは比較的まࠓ

とまった分布をࣔすのにରし、#�ྨ、$�ྨではやや分散するという޲܏が認められた。また、࣮体ݦ

ඍڸを༻いたද面観察の結果、#ྨ、$ྨにはؠ片が散ؚされるという特௃にΑり、Aྨとのࠩҟが認め

られた。これは須恵器の胎土分ྨでࢦఠされたࠞ入物のఔ౓のҧいを支࣋する状گとݴえる。なお、࠭サ

イズのؠ片のؠ種特ఆは࣮体ݦඍڸ観察では೉しくৄࡉな検౼にはࢸらなかったが、これを補うํ法とし

て薄片観察が͛ڍられる。このख法では、্ड़したΑうに胎土のૉ地土を構成する೪土の基࣭の特௃ٴͼ

肉眼にΑるࠞ入物౳のද面ޙࠓ、۵物の特௃や量比を明らかとできることからࡅ౳の（石片、߭物片ؠ）࠭

観察とซせた検౼にΑり、্ड़した#ྨや$ྨの特性が明らかになると期଴される。また、化ֶ૊成の

比較からややҟ࣭とされた$ྨ（4ɼ53）についても、西角地古窯産の須恵器胎土の特性をࣔしているՄ

ೳ性も考えられるため、ޙࠓಉ༷の特௃を有する生産地資料との比較調査が๬まれる。
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第ᶝষ　ま と め

1　遺構・遺物からݟた本調査区のҐஔͮけ

ճの調査区は、北陸新幹線の高ՍԼの市道取付に伴うもので、調査面積ࠓ 268m2（௕さ 14.5mʷ෯ 4.6m

ʷ 4面）である。調査面積が狭く不明な部分も多いが、これまでの調査成果を過去の調査成果に照らし合

わせ、須沢角地遺跡内でのҐஔͮけを行う。

A　古　　　代

Ҩɹߏ　　土坑 1基、ピット 11基、性格不明遺構 3基を検出した。土坑はนࡍで֬認されたもので調査

区֎にԆͼるため、શ༰は不明であった。ピットは 11基検出されたが、பࠜ痕なͲはݟられず、ப݀と

認められなかった。また、ͦれͧれピット間の関࿈性も認められなかった。性格不明遺構は 2009 年౓調

査で樹痕とਪఆされている。本調査でも検出されたが、平面形・断面形から樹痕とਪఆされる。これらの

性格不明遺構の検出はᶝ૚্面（古代Լ૚遺構検出面）であったが、遺物は覆土最্૚にᶛ૚からのฆれࠐ

みとਪఆされる土器片が少量しか出土せず、覆土も࣭࠭シϧトの७૚でߑ水ଯ積૚とਪఆした。これらの

状گから古代の須沢角地遺跡が成立する以前の樹痕と判断できる。

Ұํ、過去の調査成果に照らし合わせれば、本調査区の東にྡ઀する 8区（2009 年౓調査）では、古代

্૚（ᶜ૚্面）で掘立ப建物 3౩、୦݀建物 2౩、ാߔ࡞ 1か所、ピット 42基、古代Լ૚（ᶝ૚্面）

で掘立ப建物 1౩、୦݀建物 1౩、ピット 8基を検出し、本調査区の西 20mの 7区（2007 年౓調査）で

は土坑 6基、ߔ状遺構 10基、性格不明遺構 2基、ப݀ 46基を検出した。

これらの遺構の年代は、伴出遺物が［य़日 1999］のⅣ 2・3期からᶛ期のもので઎められることから、

本調査区は［य़日 1999］のⅣ 2・3期からᶛ期の集落内にؚまれることになる。したがって、集落内の

遺構が希薄の部分を調査したものと考えられる。

Ҩɹ෺　　土器、石器、鉄製品、鉄ᕥ、羽口なͲが出土した。調査面積が狭い割には、土器はࡉ片ではあ

るものの比較的多く出土した。出土૚Ґはᶛ૚で 53�、ᶜ૚で 28�と、古代の遺物แؚ૚で大൒を઎め

る。ͦの 8割以্が須恵器で઎められる。これらの須恵器のແ୆ഋ、有୆ഋの多くは、小Ϳりでఈ部か

らٸに௚線状に立ち্がる特௃をఄする。いわΏる小ܕでശ状の器形であり［य़日 1999］のⅣ 2・3期

に所ଐする。また、8世紀末から 9世紀初頭にҐஔͮけられる西角地古窯跡産の須恵器と、本発掘調査出

土の須恵器の胎土分析結果から、本調査で出土した須恵器の多くはಉ窯跡産と判明したことからも裏ͮけ

られる。Ұํ、ແ୆ഋのఈ部の੾り離しがճస糸੾りのもの（12・13）、ࠤ౉小ധ産ແ୆ഋ（14～ 16）は

ᶛ期の所産とਪఆされる。また、須恵器有୆ഋの大ܕ品で胎土が೪土࣭で（24）࣭ۉ、シϧト࣭で（25）࣭ۉ

は高田平໺の東部ٴͼ西部産とਪఆされ、ᶙ期ࠒとਪఆされる。須恵器ഋ֖も端部が௕めにਨԼし、しっ

かり面取りされるもの（41・49）はᶙ期まで૎るՄೳ性がある。しかし、出土した多くの須恵器は［य़日

1999］のⅣ 2・3期に所ଐするであろう。

したがって、土器のほとんͲがᶙ期からᶛ期にؚまれるものの、主体は［य़日 1999］Ⅳ 2・3期であり、

Ұ部ᶛ期の土器もあるものと思われる。
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この結果を過去の調査成果に照らせば、本調査区の東にྡ઀する 8区（2009 年౓調査）、本調査区の西

20mの7区（2007年౓調査）でも、［य़日1999］のⅣ2・3期を主体にᶛ期に所ଐする土器が出土している［加

藤 2011］ことから、ྡ઀調査区とಉ͡޲܏である。。

#　中　　　世

Ҩɹ2009　　ߏ 年౓の調査結果からᶙ૚を中世ޙ期の、Ⅳ૚中世前期の遺物แؚ૚としてとらえ、ͦれ

ͧれⅣ૚্面（ᶙ૚の遺構検出面）、ᶛ૚্面（Ⅳ૚の遺構検出面）で遺構検出をࢼみた。両検出面とも遺構

は認められなかったが、ほぼ平ୱな地形であることが認められた。過去の調査では約 200m離れたچ青

海町教委調査区（1987 年౓調査）、糸魚川市教委（2007 年౓調査）では、掘立ப建物や土坑なͲが検出さ

れ、14～ 15世紀または 12～ 14世紀の集落とされた。県教委の調査（2009 年౓）では本調査区から約

50m離れた 9区では、ᶙ૚とᶛ૚にڬまれた水田 3区ըが検出された。このΑうな状گから本調査区の

中世は、集落から離れた生産域と考えられる。

Ҩɹ෺　　珠洲焼、瀬戸美濃焼、石器がごく少量出土した。্記のΑうに集落から離れ、生産域とਪఆさ

れることの൓өかと思われる。

要　　　約

	 1	 須沢角地遺跡は、新潟県糸魚川市須沢字大坪 2
672 番 2ほかに所在する。

2	 調査は北陸新幹線建設にΑる市道取付に伴い、2014 年౓に࣮ࢪした。調査面積は 268㎡である。

3	 遺跡は、姫川左岸の扇状地西端に立地し、古代の遺構検出面の標高は 5.9mである。

4	 調査の結果、縄文時代、古代、中世の遺構・遺物を検出した。主体は古代の遺構・遺物である。

5	 縄文時代は石器がごく少量出土した。遺構は検出されなかった。

6	 古代の遺構は土坑 1基、ピット 11基、性格不明遺構 3基である。過去の調査区に照らし合わせれば、

古代集落の範囲内の比較的遺構の希薄な部分を調査したものと考えられる。なお、性格不明遺構は検出

面や覆土、形状から樹痕と考えられ、古代集落の成立以前の形成と判断できる。

7	 古代の遺物は、調査面積が狭い割には多く出土している。8世紀から 10世紀ころまで認められるが、

8世紀末葉から 9世紀初頭が主体である。この時期の須恵器には、焼歪みの著しいものや溶着痕のある

ものが認められ、胎土の肉眼観察から多くは調査区の西 500mに存在する西角地古窯跡産と考えられ

た。両遺跡の須恵器の胎土分析を行った結果、多くの須恵器が西角地古窯跡から搬入されていることが

明らかになった。

8	 本遺跡は、かつて北陸道「滄海駅」の有力な候補地とされたが、「駅の存在を裏ͮける資料が存在せず、

駅を支えた青海地域最大の古代集落」［加藤 2011］と評価されている。本調査の結果もこの評価を超

えるものではなかった。

9	 中世の遺物は、珠洲焼、瀬戸美濃焼、石器が散漫に少量出土した。遺構は検出されなかった。周辺に

水田が検出されていることから、集落から比較的離れた生産域と考えられる。

要　　　約
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報告
番号

分ྨ
出土地఺ ૚Ґ

口ܘ
（mm）

ఈܘ
（mm）

器高
（mm）

৭調
胎土 ࠞ入物

製࡞痕跡
痕跡༺࢖ උ　考

種別 器形 ֎面 内面 ֎面 内面

1 須恵器 ແ୆ഋ 011A20 ᶛ 130 （32） փ փന $ ന・௕・石 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
口ԑ部εε
付着

内֎面口ԑ部ࠇ化。

2 須恵器 ແ୆ഋ 011A20 ᶛ （122） （88） 31 ԫփ փ #ʴ ന・௕・ࠇ
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ 内֎面口ԑ部ࠇ化。

3 須恵器 ແ୆ഋ 010A17 ᶛ 118 86 30 փ
明Φリー
ϒփ

$ʴ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ
焼歪みݦ著。
֎面ࠇ化。

4 須恵器 ແ୆ഋ 010#2 ᶜ 108 64 31 փന փԫ $ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ

5 須恵器 ແ୆ഋ 010#2 ᶜ 98 （21） փന փന #ʴ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ

6 須恵器 ແ୆ഋ 011#15 ᶛ 90 （23） փന փന $ ന・石
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ ઀地面ࡲれ 。不े分。คっΆいݩؐ

7 須恵器 ແ୆ഋ 011#20 ᶛ 82 （16） փന փന $ʴ ന・௕・ࠇ
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ ෩化著しい。คっΆい

8 須恵器 ແ୆ഋ 010A16 ᶛ 90 （14） փന փԫ $ ന・௕・ࠇ
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ ෩化著しい。คっΆい。

9 須恵器 ແ୆ഋ 011#10 Ⅳ 70 （17） փന փ $ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ 内面ࡲれ

10 須恵器 ແ୆ഋ 011#15 ᶛ 87 （16） փന փന $ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ
内面・઀地
面ࡲれ

11 須恵器 ແ୆ഋ 011# ᶛ 74 （23） փന փന #ʴ ന・௕・石
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ

12 須恵器 ແ୆ഋ 010#16 Ⅳ 76 （18） փന փ % ന・௕
ϩΫϩφσˠճస糸
੾り

ϩΫϩφσ ઀地面ࡲれ 胎土はシϧト࣭で࣭ۉ。

13 須恵器 ແ୆ഋ 010#15 Ⅳ 64 （27） փ փ % ന・ࠇ
ϩΫϩφσˠճస糸
੾り

ϩΫϩφσ
内֎面εε
付着

胎土はシϧト࣭で࣭ۉ。

14 須恵器 ແ୆ഋ 010#16 ᶛ・ᶜ 122 82 33 փ փ %ʴ ന
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ
内面・઀地
面ࡲれ

胎土は೪土࣭で࣭ۉ。小
ധ産。֎面口ԑ部ࠇ化。

15 須恵器 ແ୆ഋ 010#11 Ⅳ 86 （15） փ փന % ന
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ
胎土は೪土࣭で࣭ۉ。小
ധ産。

16 須恵器 ແ୆ഋ 011A20 ᶛ 86 （13） փന փന % ന
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ 内面ࡲれ
胎土は೪土࣭で࣭ۉ。小
ധ産。

17 須恵器 有୆ഋ 010#17 ᶛ （150） （86） 44 փ փന #ʴ ന・௕・石
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ
内面・઀地
面ࡲれ

֎面λλΩ目  あり。

18 須恵器 有୆ഋ
011#15
/P.2

ᶛ 114 76 38 փ փ Aʴ ന・௕・ࠇ
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ
内面・઀地
面ࡲれ

高୆とഋ部の胎土著しく
ҟなる。֎面体部～口ԑ
部ࠇ化。

19 須恵器 有୆ഋ 011#10 Ⅳ 134 （44） փന փന $ʴ ന・ࠇ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 。不े分。คっΆいݩؐ

20 須恵器 有୆ഋ 011#20 ᶛ 130 （28） փ փ #ʴ
ന・௕・ࠇ・
石

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ֎面ࠇ化。

21 須恵器 有୆ഋ 010# ᶜ 118 （37） փ փന #ʴ ന・௕・ࠇ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ֎面փ化。

22 須恵器 有୆ഋ 010#1 ᶜ 118 （29） 青փ փ A ന・௕・ࠇ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ֎面ࠇ化。

23 須恵器 有୆ഋ 010#1 ᶜ （108） （35） փ փ Aʴ ന・௕・石
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ ֎面ࠇ化。

24 須恵器 有୆ഋ 010#6 Ⅳ 94 （15） փ փന %
ന・௕・ࠇ・
石

ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ

内面・઀地
面ࡲれ。֎
ఈ面εε付
着。

֎面焼けハδέݦ著。胎
土は೪土࣭で࣭ۉ。֎面
。化ࠇ

25 須恵器 有୆ഋ 010A21 ᶜ 86 （22） փന փ % ന
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠϩΫϩ࡟り
ˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ
内面・઀地
面ࡲれ

胎土はシϧト࣭で࣭ۉ。

26 須恵器 有୆ഋ 010A16 ᶛ 86 （35） փന փന % ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ
内面・઀地
面ࡲれ

胎土は೪土࣭で࣭ۉ。֎
ఈ面に「ʷ」状の線ࠁあ
り。

27 須恵器 有୆ഋ 011A25 ᶜ 96 （21） ԫᒵ փന $ ന・௕・石
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ
不े分で੺みをଳͼݩؐ
る。高୆とഋ部の胎土著
しくҟなる。

28 須恵器 有୆ഋ
011#5	
11102

覆土 78 （21） փ փ #ʴ
ന・௕・ࠇ・
᛽

ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ
高୆とഋ部の胎土著しく
ҟなる。ࠇ৭のਧき出し
。著ݦ

29 須恵器 有୆ഋ
011#20	
/P.3	・
010#16

ᶛ・ᶛ 79 （35） փന փന %
ന・௕・石・
᛽

ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ
内面・઀地
面ࡲれ

胎土はシϧト࣭で࣭ۉ。

30 須恵器 有୆ഋ
010A21・
011#・
010#6

・cɒ ・
ᶜ

76 （20） փ փന #ʴ ന・௕・石
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ
内面・઀地
面ࡲれ

֎面体部～口ԑ部ࠇ化。

31 須恵器 有୆ഋ 011#10 ᶜ （82） （23） ୶ԫ փԫ $ʴ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠϩΫϩ࡟り
ˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ 。不े分。คっΆいݩؐ

32 須恵器 有୆ഋ 011#15 Ⅳ 70 （23） փ փ #ʴ
ന・௕・ࠇ・
石

ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ ઀地面ࡲれ
֎。著ݦ৭のਧき出しࠇ
面ࠇ化。

33 須恵器 有୆ഋ 011#5 ᶜ 62 （12） փന փന $ ന・௕・石
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ 内面ࡲれ

34 須恵器 有୆ഋ 010#1 ᶜ 56 （12） փന փന $ ന・௕・石
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ 内面ࡲれ ֎面体部～口ԑ部ࠇ化。

35 須恵器 有୆ഋ 010#11 Ⅳ 60 （22） փ փ #ʴ ന・௕・ࠇ
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ ઀地面ࡲれ
֎。著ݦ৭のਧき出しࠇ
面ࠇ化。

36 須恵器 有୆ഋ 010#7 64 （14） փന փ #ʴ
ന・௕・石・
᛽

ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ ઀地面ࡲれ 。不े分ݩؐ

37 須恵器 有୆ഋ 010#17 ᶛ 46 （34） փ փ Aʴ ന
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ ֎面փ化。

38 須恵器 高ഋ
010A21	
/P.1

ᶛ 120 （46） ྘փ ྘փ %
ന・௕・石・
᛽

ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ٭部ష付

ϩΫϩφσ
口ԑ部εε
付着

胎土はシϧト࣭で࣭ۉ。
֎面ࠇ化。

39 須恵器 ഋ֖ 不明 փ փ A ന ϩΫϩφσ ఠみܘ 22mm

土器・陶器観察表
（　）内਺字はݱ存地、またはਪఆ஋。
胎　土ɿ�はࠇ৭ਧき出し物あり。
ࠞ入物ɿന �ന৭ཻ子、௕ �௕石、石 �石ӳ、ࠇ �৭ཻ子、᛽ࠇ �࠭᛽、海 �海面ࠎ針
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報告
番号

分ྨ
出土地఺ ૚Ґ

口ܘ
（mm）

ఈܘ
（mm）

器高
（mm）

৭調
胎土 ࠞ入物

製࡞痕跡
痕跡༺࢖ උ　考

種別 器形 ֎面 内面 ֎面 内面

40 須恵器 ഋ֖
010A16・
010A22

ᶛ・ᶜ 160 （20） փ փന %
ന・௕・石・
᛽

ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ
端部にεε
付着

焼歪みݦ著。胎土はシϧ
ト࣭で࣭ۉ。֎面൒ԁ状
にփ化。

41 須恵器 ഋ֖ 010A22 ᶜ 157 （15） փ׊ փന % ௕・ࠇ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
焼きͿくれあり。胎土は
シϧト࣭で࣭ۉ。֎面փ
化。

42 須恵器 ഋ֖ 010#6 Ⅳ 152 （14） փന փന $ʴ ന・௕・ࠇ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 。不े分ݩؐ

43 須恵器 ഋ֖ 010#17 ᶛ （146） （16）
明Φリー
ϒփ

明Φリー
ϒփ

$ʴ ന・௕・石
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ

44 須恵器 ഋ֖ 011A20 ᶛ （148） （12） փ փ #ʴ ന・௕・ࠇ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ֎面口ԑ部ࠇ化。

45 須恵器 ഋ֖ 010#16 ᶛ （139） （23） փ փ #ʴ ന・௕・ࠇ
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠϩΫϩ࡟り

ϩΫϩφσ ֎面口ԑ部ࠇ化。

46 須恵器 ഋ֖ 010#17 ᶜ 128 （17） փ փ A ന・௕・石 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
֎面口ԑ部ࠇ化、内面փ
化。

47 須恵器 ഋ֖ 010#17 ᶛ （120） （14） փന փന $ʴ ന・௕・ࠇ
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠϩΫϩ࡟り

ϩΫϩφσ 。不े分。คっΆいݩؐ

48 須恵器 ഋ֖ 010#17 ᶛ 122 	 （12） ྘փ ྘փ $ʴ ന・௕・ࠇ
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ ֎面口ԑ部ࠇ化。

49 須恵器 ഋ֖ 010#2 ᶜ （120） （14） փ փ % ന・ࠇ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 胎土はシϧト࣭で࣭ۉ。

50 須恵器 ഋ֖ 011A25 ᶛ 122 （22） փ փ #ʴ ന・௕・石
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠϩΫϩ࡟り

ϩΫϩφσ ֎面口ԑ部ࠇ化。

51 須恵器 ഋ֖ 010#16 ᶛ 118 （17） փ փ Aʴ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠϩΫϩ࡟り

ϩΫϩφσ ֎面口ԑ部փ化。

52 須恵器 ֖ 010#17 ᶛ （23） നփ നփ #ʴ ന・௕・ࠇ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
؀状ఠみܘ 80mm。ࠇ
৭のਧき出しݦ著。

53 須恵器 ൫ 010#15 ᶜ 150 128 21 ઙԫᒵ ઙԫᒵ $ ࠇ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 。不े分。คっΆいݩؐ

54 須恵器 ᆵ 010#1 Ⅳ 80 （23） ҉྘փ ྘փ Aʴ ന・௕・石 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ֎面ࠇ化、内面փ化。

55 須恵器 ᆵ 010A16 Ⅳ 88 （22） ҉փ փ׊ A ന・௕ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ֎面ࠇ化。

56 須恵器 ᆵ 011#20 Ⅳ 122 （26） փ փ Aʴ ന・ࠇ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
֎面ᰍ部փ化、内面口ԑ
部փ化。

57 須恵器 ᆵ 011A20 ᶛ 108 （77） փ փന Aʴ ന・௕ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 胎土は࣭࠭で࣭ۉ。

58 須恵器 ԣළ 011A20 Ⅳ 	 փ փ % ന・௕・石 平行λλΩˠΧΩϝ
青海೾Ξς۩
ˠҰ部ΧΩϝ

胎土はシϧト࣭で࣭ۉ。
֎面ࠇ化。

59 須恵器 ᙈ 010A21 ᶛ （164） （47） փ փ #ʴ
ന・௕・ࠇ・
石

口ԑɿϩΫϩφσ、
಑ɿ平行λλΩ

口ԑɿϩΫϩ
φσ、಑ɿ青
海೾Ξς۩

内֎面口ԑ部փ化。

60 須恵器 ᙈ 010#1 ᶛ փ փ # ന・௕
ϩΫϩφσˠོ線ష
付ˠ೾状文

ϩΫϩφσ 口ԑ端部փ化。

61 須恵器 ᙈ 011A20 ᶛ փന փന #
ന・௕・石・
᛽

ϩΫϩφσˠོ線ష
付ˠ೾状文

ϩΫϩφσ

62 須恵器 ᙈ 011A20 ᶛ փԫ փԫ #
ന・௕・石・
ࠇ

口ԑɿΧΩϝˠϩΫ
ϩφσ、಑ɿ平行λ
λΩ

口ԑɿΧΩϝ
ˠϩΫϩφ
σ、಑ɿ青海
೾Ξς۩

63 須恵器 ᙈ 011#10 Ⅳ փന փന #ʴ
ന・௕・石・
ࠇ

平行λλΩ 青海೾Ξς۩ ֎面փ化。

64 須恵器 ᙈ 010A21 Ⅳ փന փന # ന・௕・᛽ 平行λλΩ 青海೾Ξς۩

65 須恵器 ᙈ 010#16 ᶛ 青փ փന # ന・௕ 平行λλΩ 青海೾Ξς۩ ֎面ࠇ化。

66 須恵器 ᙈ 010#16 ᶙ փ փന #ʴ
ന・௕・石・
ࠇ

平行λλΩˠҰ部Χ
Ωϝ

青海೾Ξς۩
֎面に須恵器片溶着。֎
面փ化。

67 土師器 ࿶ 010A15 ᶛ ԫᒵ ԫᒵ ਫ਼良 ന・௕
ϩΫϩφσˠճస糸
੾り

ϩΫϩφσ ෩化ݦ著。

68 土師器 ࿶ 011#15 ᶛ 62 （17） ᒵ ᒵ ਫ਼良 ന・௕
ϩΫϩφσˠճస糸
੾り

ϩΫϩφσ ෩化ݦ著。

69 土師器 ࿶ 011#10 ᶛ 60 （23） ᒵ ᒵ 中間
ന・௕・石・
᛽

ϩΫϩφσˠճస糸
੾り

ϩΫϩφσ

70 土師器 ᙈ 010#6 ᶜ 178 （48） 明ԫ׊
にͿいԫ
ᒵ

中間
ന・௕・石・
᛽

Ϥコハέϝ Ϥコハέϝ

71 土師器 ᙈ 011A20 ᶛ ᒵ ᒵ ૈཻ ௕・石・᛽ λςハέϝ Ϥコハέϝ

72 土師器 ᙈ 011A20 Ⅳ にͿいᒵ ᒵ ૈཻ
ന・௕・石・
᛽

λςハέϝ Ϥコハέϝ

73 土師器 ᙈ 011#5 ᶜ にͿいᒵ փԫ׊ ૈཻ
ന・௕・石・
᛽・ࠇ

λςハέϝ Ϥコハέϝ
֎面εε付
着

74 土師器 ᙈ 010A17 ᶛ
にͿいԫ
ᒵ

にͿいԫ
ᒵ

中間 ௕・石・ࠇ 平行λλΩ 青海೾Ξς۩

75 土師器 ᙈ 010#11 ᶛ 84 （37） 明ԫ׊ փԫ׊ ૈཻ ௕・᛽ λςハέϝ Ϥコハέϝ

76 土師器 ᙈ 010A22 ᶛ 90 （24）
にͿいԫ
ᒵ

にͿいԫ
׊

ૈཻ ௕・石・᛽
Ϥコφσ、ఈ面൘状
痕

ハέϝ

77 土師器 ᙈ 011A20 ᶛ 54 （29）
にͿいԫ
ᒵ

にͿいԫ
ᒵ

ૈཻ ന・௕・石 φσ Ϥコハέϝ

78
製Ԙ土
器

011A20 ᶛ 124 （35） ઙԫᒵ
にͿいԫ
ᒵ

ૈཻ ௕・石・᛽
おさえ痕、ఈ面൘ࢦ
状痕

Ϥコφσ

79 土師器 小ᙈ 011#10 ᶛ 128 （38） ઙԫ
҉Φリー
ϒ׊

ਫ਼良
ന・௕・ࠇ・
Ӣ・海

ϩΫϩφσ
口ԑɿϩΫϩ
φσ、಑ɿϤ
コφσ

80 土師器 小ᙈ 010A16 ᶜ
にͿいԫ
ᒵ

ᒵ ਫ਼良 ന ϩΫϩφσˠΧΩϝ ΧΩϝ

81 土師器 ು 010#6 ᶜ （326） （36） ᒵ ᒵ ਫ਼良 ന・௕・ࠇ
口ԑɿϩΫϩφσ、
಑ɿΧΩϝ

ΧΩϝ
֎面εε付
着

82 珠洲 Ꭼു 011A25 Ⅳ
明Φリー
ϒփ

փ ਫ਼良
海・ന・ࠇ・
௕

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ

83 珠洲 ᙈ 010A16 ᶙ փന փന 中間 海・ന・ࠇ 平行λλΩ ᛽Ξς۩ 著ݦ৭ਧき出物ࠇ

84 珠洲 ᙈ 011#10 ᶙ փ փന 中間 海・ന・ࠇ 平行λλΩ ᛽Ξς۩

85 珠洲 ᙈ 010#16 ᶙ փന փ 中間 海・ന・ࠇ 平行λλΩ ᛽Ξς۩
内面εε付
着
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報告
番号

分ྨ
出土地఺ ૚Ґ

口ܘ
（mm）

ఈܘ
（mm）

器高
（mm）

৭調
胎土 ࠞ入物

製࡞痕跡
痕跡༺࢖ උ　考

種別 器形 ֎面 内面 ֎面 内面

86 珠洲 ᙈ 010#1 Ⅱ
明Φリー
ϒփ

明Φリー
ϒփ

ਫ਼良 海・ന・ࠇ 平行λλΩ ᛽Ξς۩

87
瀬戸美
濃

ఱ目஡
࿸

不明 Ⅱ （45） にͿい׊ にͿい׊ ਫ਼良 鉄ᬵ 鉄ᬵ

西 1 須恵器 有୆ഋ
西角地古窯
跡

ද࠾ 124 76 54 青փ 青փ Aʴ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ ʕ
焼歪みあり。֎面体部～
口ԑ部ࠇ化。

西 2 須恵器 有୆ഋ
西角地古窯
跡

ද࠾ 103 66 39 明青փ 青փ Aʴ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ ʕ

西 3 須恵器 ഋ֖
西角地古窯
跡

ද࠾ 116 23 փ փ Aʴ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠϩΫϩ࡟り
ˠఠみష付

ϩΫϩφσ ʕ
ఠみܘ 24mm。ࠇ৭ਧ
き出物ݦ著。֎面口ԑ部
。化ࠇ

西 4 須恵器 ௕ᰍᆵ
西角地古窯
跡

ද࠾ 84 （93） փ փ Aʴ ന ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ʕ
大角地遺跡（1979）報
告/P.14 とಉҰݸ体か。
内面口ԑ部փ化。

西 5 須恵器 有୆ഋ
西角地古窯
跡

ද࠾ 94 66 36 青փ 青փ #ʴ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ ʕ ֎面փ化。

西 6 須恵器 有୆ഋ
西角地古窯
跡

ද࠾ 108 72 32 ҉青փ ҉青փ #ʴ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ ʕ

西 7 須恵器 ഋ֖
西角地古窯
跡

ද࠾ 116 26 19 փ փ #ʴ ന・௕・石
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠϩΫϩ࡟り
ˠఠみష付

ϩΫϩφσ ʕ
ఠみܘ 26mm。֎面口
ԑ部փ化。

西 8 須恵器 ᙈ
西角地古窯
跡

ද࠾ 208 （97） փന փന #ʴ ന・௕
口ԑɿϩΫϩφσ、
಑ɿ平行λλΩ

口ԑɿϩΫϩ
φσ、಑ɿ青
海೾Ξς۩

ʕ

西 9 須恵器 有୆ഋ
西角地古窯
跡

ද࠾ 132 98 34 փന փന $ʴ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠ高୆ష付

ϩΫϩφσ ʕ 。不े分で、คっΆいݩؐ

西10 須恵器 ແ୆ഋ
西角地古窯
跡

ද࠾ 114 84 31 փന փന $ʴ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ ʕ
。不े分で、คっΆいݩؐ
֎面口ԑ部ࠇ化。

西11 須恵器 ഋ֖
西角地古窯
跡

ද࠾ 120 24 22 փന փന $ʴ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾りˠϩΫϩ࡟り
ˠఠみష付

ϩΫϩφσ ʕ
ܘ不े分。ఠみݩؐ
24mm。֎面口ԑ部ࠇ
化。

西12 須恵器 ൫
西角地古窯
跡

ද࠾ 150 104 28 փ փ $ʴ ന・௕
ϩΫϩφσˠճసϔ
ラ੾り

ϩΫϩφσ ʕ

不े分。内֎面Րͩݩؐ
すき痕あり。大角地遺跡
（1979）報告/P.8 とಉ
Ұݸ体か。֎面口ԑ部ࠇ
化。

（　）内਺字はݱ存஋。

報告
番号

分ྨ
出土地఺ ૚Ґ

௕さ
（mm）

෯
（mm）

ްさ
（mm）

ॏさ
（̶）

ܘ֎
（mm）

内ܘ
（mm）

උ　　考
種別 器種

88	 土製品 羽口 010#2 ᶜ （41） （42） （19） （25.5） （38） Լ端はᕥ化している。

89 土製品 羽口 011A25 ᶛ （49） （16） （45） （26.3） （59） （21） Լ端はᕥ化している。

（　）内਺字はݱ存஋。

報告
番号

分ྨ
出土地఺ ૚Ґ

௕さ
（mm）

෯
（mm）

ްさ
（mm）

ॏさ
（̶）

උ　　考
種別 器種

90 鉄製品 釘 011A20 ᶛ （53） 9 9 （14.9） 角釘で、٭部はܽଛする。

91 鉄製品 刀子 010#11 ᶛ （39） 7 4 （2.6） ਕ部はܽଛし、中ܪ部分である。

（　）内਺字はݱ存஋。

報告
番号

分ྨ
出土地఺ ૚Ґ

௕さ
（mm）

෯
（mm）

ްさ
（mm）

ॏさ
（̶）

石ࡐ උ　　考
種別 器種

92 石器 砥石 010#17 ᶛ （104） 89 36 （386.6） （ཻࡉ）ؠփڽ 4面（ਖ਼面・両ଆ面・্面）࢖༻。Լ面・裏面ܽଛする。

93 石器 砥石 010#11 ᶛ （104） 52 52 （313.0） （ཻࡉ）ؠփڽ ্面をআき、5面࢖༻。Լ面のҰ部剥落。

94 石器 砥石 011#20 Ⅳ （79） 42 （34） （123.1） （ཻࡉ）ؠփڽ 3面（ਖ਼面・両ଆ面）࢖༻。্面はܽଛする。

95 石器 砥石 011A25 Ⅳ （27） 43 （5） （7.6） ؠ೪土࣭ܔ 3面（ਖ਼面・両ଆ面）࢖༻。্Լ面・裏面ははܽଛする。ژ౎໐ୌ砥石。

96 石器 敲石 010#15 Ⅳ 127 97 31 580.3 ώンؠ 周ԑ部を࢖༻。

97 石器 敲石 011#10 Ⅳ 130 68 43 534.9 ᛽ؠ 両ଆԑを࢖༻。

98 石器 フϨーΫ 010#6 ᶜ 72 20 81 140.1 ؠ৭ทࠇ いわΏる֋֪状剥片である。

99 石器 フϨーΫ 011A25 ᶜ 44 12 54 35.5 ؠ࠭ いわΏる֋֪状剥片である。

石器観察表

鉄製品観察表

土製品観察表
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2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

南区

北区

H19市教委

S62町教委

S62町教委

須沢角地遺跡

　新幹線関係調査
□：H16・19～21
■：H26
県教委

0 （1：20,000） 1km

図 版 1遺跡範囲と発掘調査の履歴

（糸魚川市役所「都市計画図(青海地域)」1:10,000原図 平成21年発行）



0 （1：2,000） 100m

033

032

031

030

029

028

027

026

025

024

023

022

021

020

019

018

017

016

015

014

013

012

011

010

217k163

09

08

07

06

217k126

05

1

1

2

2

3

4

5

6.5

6.0

5.5

5.0

4.5

4.0

7.0

北 地 区

北 地 区

南 地 区

平成19年度
糸魚川市教委調査

昭和62年度
旧青海町教委調査

A

B

平成19年度調査

北陸新幹線関連
［新潟県教育委員会調査］

平成21年度調査

平成26年度調査

平成20年度
調査

平成16年度調査

A

B

12 区

11 区

10 区

9 区

8 区

7 区

6 区

5 区

4 区

3 区

2 区

1
2
3
4
5

6
7
8
9
10

11
12
13
14
15

16
17
18
19
20

21
22
23
24
25

小グリッド

10m

10m

2m

  ［BLP2橋脚］
X=114526.372
Y=-60013.419

　［P4橋脚］
X=114671.402
Y=-59715.894

図 版 2 グリッド設定図・旧青海町教委及び糸魚川市教委調査区との位置関係図・礫層検出標高の等高線図



0 （1：200） 10m

09

010

011

012

013

BA

小グリッド

大グリッド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

平
成
21
年
度
調
査

8

　区

平
成
19
年
度
調
査

7

　区

平成26年度調査区

01
0B
 4

図 版 3遺構全体図・グリッド設定図



0 （1：80） 4m

0 （1：120） 6m

0 （1：120） 6m

5.90

5.90

5.
95

5.95

5.90

5.90

5.
95

5.95

010
B21

010
A 1
1

010
B4

010
B

P1109

P1102

P1108

P1110

P1107

P1106

P1104

P1105

P1101

SX1112

SK1115

P1111

P1103

ᶜ層上面

Ⅴ層上面

ᶚ層上面

1

1'

2
2
'3

3'
4

4
'

5

5'

6

6'

7
7'

8
8'

9

9'

10
10
'

12
12'

A

A'B

B
'

0
1
0
B

0
1
0
B

5.95

6.00

6.10

6.15

5.95

6.10

6.00

6.15

図 版 4 調査区平面図 1



SX1113
1 にぶい黄褐色砂質シルト 炭化粒・土器が少量混入する（2層の汚れ）。
2 にぶい黄橙色砂質シルト（洪水堆積層か）

SK1115
1 黒褐色粘質シルト 炭化粒・土器が少量混入する。下層は暗褐色粘質シルトになる。
  上面には鉄分が沈着し、橙色を呈する。Ⅴ層中で掘り込み、Ⅴ層に近似した覆土である。

P1101
1 黒褐色シルト 炭化粒を少量含む。

P1102
1 黒褐色シルト 炭化粒を少量含む。
2 褐灰色シルト 炭化粒を少量含む。

P1103
1 灰黄褐色シルト 炭化粒をごく少量含む。

P1104
1 灰黄褐色シルト 炭化粒をごく少量含む。
  鉄分が沈着し、部分的に
  橙色を呈する。

P1105
1 灰黄褐色シルト 炭化粒を少量含む。

P1106
1 灰黄褐色シルト 炭化粒を少量含む。
  鉄分が沈着し、部分的に橙色を呈する。

P1107
1 灰黄褐色シルト 炭化粒を少量含む。

P1108
1 黒褐色シルト 炭化粒を少量含む。

P1109
1 黒褐色シルト 炭化粒を少量を含む。

P1110
1 灰黄褐色シルト 炭化粒を少量含む。

SX1112
1 にぶい黄褐色砂質シルト
 　炭化粒をごく少量含む。
 　底面は鉄分が沈着し、
 　明褐色を呈する。

0：盛土

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ
Ⅴ 1

2

1
1 1

Ⅶ

0：盛土

Ⅳ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅴ
Ⅵ

Ⅶ

1 1 1

2
1

1 1 1

1

1

1
1

1

SX1113 SX1112

SK1115

SK1115

P1101 P1102 P1103

P1107

SX1112

P1104

P1108

P1105

P1109

P1106

P1110

北壁

東壁
B 6.5mB'

6.0m

5.5m

A 6.5mA'

6.0m

5.5m

1 6.0m1' 2 6.0m2' 3 6.0m3' 4 6.0m4'

5 6.0m5' 6 6.0m6' 7 6.0m7'

8 6.0m8' 9 6.0m9' 10 6.0m10'

12 6.0m12'

1 1' 2 2' 3 3' 4 4'

5 5' 6 6' 7 7'

8 8' 9 9' 10 10'

12 12'

0 （1：40） 2m

図 版 5北壁・東壁土層断面図、遺構個別図 1



0 （1：80）
平面図

4m

0 （1：40）
断面図

2m

SX1114
1 にぶい黄橙色砂質シルト（洪水堆積層か）

SX1114
1 にぶい黄褐砂質シルト（洪水堆積層か）
2 にぶい黄橙色砂質シルト（洪水堆積層か）

1

1

2

SX1114 SX111414B 6.00m14B' 14A 6.00m14A'

5.8
0

5.80

5.75

5.8
0

5.8
0

5.7
5 5.80

5.
85

5.75

CoCo

5.8
0

5.80

5.75

5.8
0

5.8
0

5.7
5 5.80

5.
85

5.75

SX1114

SX1113

010
B21

010
B1

010
A11

010
B4

14B

14B
'

14A

14A'

ᶝ層上面

図 版 6 調査区平面図 2、遺構個別図 2



須恵器無台杯（1～16）・有台杯（17～37）・高杯（38）・杯蓋（39～51）・蓋（52）
0 15cm（1～52）

（1:3）

1
（011A20Ⅴ）

6
（011B15Ⅴ）

11  
（011BⅤ）

16  
（011A20Ⅴ）

21（010BⅥ）

26
（010A16Ⅴ）

31  
（011B10Ⅵ）

36  
（010B7）

41
（010A22Ⅵ） 46（010B17Ⅵ）

51  
（010B16Ⅴ）

2
（011A20Ⅴ）

7
（011B20Ⅴ）

12
（010B16Ⅳ）

17
（010B17Ⅴ）

22
（010B1Ⅵ）

27
（011A25Ⅵ）

32  
（011B15Ⅳ）

37
（010B17Ⅴ）

42（010B6Ⅳ） 47
（010B17Ⅴ）

52  
（010B17Ⅴ）

3
（010A17Ⅴ）

8
（010A16Ⅴ）

13
（010B15Ⅳ）

18
（011B15N02Ⅴ）

23
（010B1Ⅵ）

28
（P1102覆土）

33  
（011B5Ⅵ）

38  
（010A21No1Ⅴ）

43（010B17Ⅴ） 48  
（010B17Ⅴ）

4（010B2Ⅵ）

9
（011B10Ⅳ）

14  
（010B16Ⅴ）

19
（011B10Ⅳ）

24
（010B6Ⅳ）

29
（011B20

    No3Ⅴほか）

34
（010B1Ⅵ）

39（不明） 44
（011A20Ⅴ） 49  

（010B2Ⅵ）

5
（010B2Ⅵ）

10
（011B15Ⅴ）

15  
（010B11Ⅳ）

20  
（011B20Ⅴ）

25
（010A21Ⅵ）

30
（010A21Ⅵほか）

35  
（010B11Ⅳ）

40
（010A16Ⅴほか） 45（010B16Ⅴ）

50  
（011A25Ⅴ）

図 版 7遺物実測図 1　古代の土器 1　須恵器



0 15cm（53～81）
（1:3）

須恵器盤（53）・壺（54～57）・横瓶（58）・甕（59～66）、
土師器椀（67～69）・甕（70～77）・製塩土器（78）・小甕（79・80）・鍋（81）

53
（010B15Ⅵ）

54（010B1Ⅳ）

55（010A16Ⅳ）

56
（011B20Ⅳ）

57
（011A20Ⅴ）

58  
（011A20Ⅳ）

59
（010A21Ⅴ）

60（010B1Ⅴ）

61
（011A20Ⅴ）

62
（011A20Ⅴ） 63  

（011B10Ⅳ）

64  
（010A21Ⅳ）

65
（010B16Ⅴ）

66
（010B16Ⅲ）

67
（010A15Ⅴ）

68
（011B15Ⅴ）

69
（011B10Ⅴ）

70
（010B6Ⅵ）

71（011A20Ⅴ）

72（011A20Ⅳ）

73  
（011B5Ⅵ）

74（010A17Ⅴ）

75
（010B11Ⅴ）

76
（010A22Ⅴ）

77  
（011A20Ⅴ）

78  
（011A20Ⅴ）

79  
（011B10Ⅴ）

80（010A16Ⅵ）

81
（010B6Ⅵ）

図 版 8 遺物実測図 2　古代の土器 2　須恵器・土師器



珠州焼擂鉢（82）・甕（83～86）、瀬戸美濃焼天目茶椀（87）、土製品羽口（88・89）、
鉄製品釘（90）・刀子（91）、石器砥石（92～95）・敲石（96・97）・剥片（98・99）

送風方向

0 15cm（82～89・92～99）
（1:3）

0 10cm（90・91）
（1:2）

82（011A25Ⅳ）
83（010A16Ⅲ）

84  
（011B10Ⅲ）

85（010B16Ⅲ）
86（010B1Ⅱ）

87（不明Ⅱ）

88
（010B2Ⅵ）

89
（011A25Ⅴ）

90（011A20Ⅴ）

91
（010B11Ⅴ）

92（010B17Ⅴ） 93
（010B11Ⅴ）

94（011B20Ⅳ）

95
（011A25Ⅳ）

96
（010B15Ⅳ）

97（011B10Ⅳ）
98

（010B6Ⅵ）

99
（011A25Ⅵ）

砥　面敲打痕

図 版 9遺物実測図 3　中世の土器・陶器　珠洲焼・瀬戸美濃焼　土製品　金属製品　石器



須恵器有台杯（西1・西2・西5・西9）・無台杯（西9・西10）・杯蓋（西3・西7・西11）・長頸壺（西4）、甕（西8）、盤（西12）
0 15cm（西1～西12）

（1:3）

西1

西2

西11

西12

西3

西4

西5

西6

西7

西8

西9

西10

図 版 10 遺物実測図 4　西角地古窯跡出土須恵器



須沢角地遺跡

寺島

日
本
海

姫川

調査地点須沢

西角地古窯跡

大角地遺跡

田海

田海川

寺地

須沢角地遺跡

寺島

日
本
海

姫川

調査地点須沢

西角地古窯跡

大角地遺跡

田海

寺地

田海川

一般財団法人　日本地図センター発行　1947 年 10月 31日　米極東空軍撮影

図 版 11須沢角地遺跡周辺の空中写真



調査区全景（北から）　ᶜ૚্໘ͷҨߏ഑ஔ

遺跡遠景（南から）　矢印方向の北陸新幹線高架橋下が調査地点

図 版 12 遺跡遠景・調査区全景



ᶗ

0

ᶘ

ᶙ

ᶚ

Ⅴ

SX1112

ᶜ

ᶝ

ᶗ

0

ᶘ

ᶙ

ᶚ

Ⅴ

ᶜ

ᶝ

ᶝ層上面　調査区全景（北から）ᶜ層上面　調査区全景（南西から）

ᶚ層上面　調査区全景（南から） Ⅴ層上面　調査区全景（北から）

010A22 グリッド　東壁基本層序（西から）010A16 グリッド　北壁基本層序（南から）

調査区近景（東から）調査区近景（南から）

図 版 13調査区近景・基本層序・調査区全景



P1104　完掘（南から）P1104　土層断面（東から）

P1103　完掘（東から）P1103　土層断面（東から）

P1102　土層断面（東から） P1102　完掘（東から）

P1101　完掘（南から）P1101　土層断面（南東から）

図 版 14 ピット 1



P1102　完掘（東から）P1108　土層断面（南から）

P1107　完掘（南から）P1107　土層断面（南東から）

P1106　完掘（南から）P1106　土層断面（南から）

P1105　完掘（南東から）P1105　土層断面（南東から）

図 版 15ピット 2



ᶗ

0

ᶘ

ᶙ

ᶚ
Ⅴ

ᶝ

SX1113　完掘（北東から） SX1114　土層断面 B-B'（南から）

SX1113　土層断面（南から）SX1112　完掘（西から）

SX1112　土層断面（西から）P1109・P1110　完掘（東から）

P1110　土層断面（南東から）P1109　土層断面（北東から）

図 版 16 ピット 3・性格不明遺構 1



ᶙ

ᶚ

Ⅴ

ᶜ

ᶝ

現地説明会（南から）作業風景（北から）

須恵器有台坏（No.18）　Ⅴ層内出土状況（南から）須恵器有台坏（No.29）　Ⅴ層内出土状況（西から）

SK1115　土層断面（西から） 須恵器高坏（No.38）　Ⅴ層内出土状況（南から）

SX1114　完掘（西から）SX1114　土層断面 A-A'（南から）

図 版 17性格不明遺構 2・土坑・遺物出土状況・作業風景・現地説明会



須恵器無台杯（1～16）・有台杯（17～37）・高杯（38）・杯蓋（39～51）・蓋（52）・盤（53）・壺（54～57） すべて　〔1:3〕
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図 版 18 古代の土器 1　須恵器



須恵器横瓶（58）・甕（59～66）、土師器椀（67～69）・甕（70～77）・製塩土器（78）・小甕（79・80）・鍋（81）、珠州焼擂鉢（82）・甕（83～86） すべて　〔1:3〕
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図 版 19古代の土器 2　須恵器・土師器　中世の土器　珠州焼



瀬戸美濃焼天目茶椀（87）、土製品羽口（88・89）、鉄製品釘（90）・刀子（91）、石器砥石（92～95）・敲石（96・97）・剥片（98・99）、
西角地古窯跡須恵器有台杯（西1・西2・西5・西9）・無台杯（西9・西10）・杯蓋（西3・西7・西11）・長頸壺（西4）・甕（西8）・盤（西12）

90・91　〔1:2〕
その他　〔1:3〕
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図 版 20 中世の陶器　瀬戸美濃焼　土製品　金属製品　石器　西角地古窯跡出土須恵器
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

須沢角地遺跡 集落 奈良～平安
時代

土坑１基、ピット 11基、
性格不明遺構 3基

土師器、須恵器、鉄製品（釘、刀子）、
石器（砥石）、土製品（羽口）

集落内の遺構の希薄な
部分と思われる。

散布地 中世 珠洲焼、瀬戸美濃焼、石器（砥石・
敲石）、

集落からやや離れた生
産域と思われる。

散布地 縄文時代 石器（剥片）

要　　約

　遺跡は、姫川左岸の扇状地西端に立地し、古代の遺構検出面の標高は 5.9mである。調査の結果、縄文時代、
古代、中世の遺構・遺物を検出した。
　縄文時代は石器がごく少量出土した。遺構は検出されなかった。
　古代の遺構は土坑 1基、ピット 11基、性格不明遺構 3基である。過去の調査区に照らし合わせれば、古代
集落の範囲内の比較的遺構の希薄な部分を調査したものと考えられる。なお、性格不明遺構は検出面や覆土、
形状から樹痕と考えられ、古代集落の成立以前の形成と判断できる。
　古代の遺物は、調査面積が狭い割には多く出土している。8世から 10世紀ころまで認められるが、8世紀
末葉から 9世紀初頭が主体である。この時期の須恵器には、焼歪みの著しいものや溶着痕のあるものが認め
られ、胎土の肉眼観察から多くは調査区の西 500mに存在する西角地古窯跡産と考えられた。両遺跡の須恵
器の胎土分析を行った結果、多くの須恵器が西角地古窯跡から搬入されていることが明らかになった。
　本遺跡は、かつて北陸道「滄海駅」の有力な候補地とされたが、「駅の存在を裏付ける資料が存在せず、駅
を支えた青海地域最大の古代集落」［加藤 2011］と評価されている。本調査の結果もこの評価を超えるもの
ではなかった。
　中世の遺物は、珠洲焼、瀬戸美濃焼、石器が散漫に出土した。遺構は検出されなかった。周辺に水田が検出
されていることから、集落から比較的離れた生産域と考えられる。


	表紙
	大扉
	序
	例言
	目次
	第Ⅰ章　序説
	1 調査に至る経緯
	2 須沢角地遺跡における過去の発掘調査の履歴
	3 本発掘調査
	4 整理作業

	第Ⅱ章　遺跡の位置と環境
	1 地理的環境
	2 歴史的環境

	第Ⅲ章　調査の概要
	1 グリッドと調査区の設定
	2 旧地形と遺跡の立地
	3 基本層序

	第Ⅳ章　遺構
	1 概要
	2 記述方法
	3 遺構各説

	第Ⅴ章　遺物
	1 概要
	2 記述方法
	3 遺物各説

	第Ⅵ章　自然科学分析
	1 須沢角地遺跡出土須恵器の胎土分析

	第Ⅶ章　まとめ
	1 遺構・遺物から見た本調査区の位置づけ

	要約
	引用・参考文献
	遺物観察表
	遺構図面図版
	遺物図面図版
	遺構写真図版
	遺物写真図版
	報告書抄録・奥付



